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大管長会 メッセ ージ

き ょ う ， 主 に仕 えな さい

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニー

ム 月号のメッセージで私が皆様にお伝えし一7

た いのは，皆様があのヨシュアに倣って

主に仕 える固い決意 をし， それを実行に移 し

ていただきたい とい うことである。 ヨシュア

は，イスラエルの民にこのよっに言っている。

「……あなたがたは主 を恐れ， まことと，

まこころと，真実 とをもって，主に仕 え，あ

なたがたの先祖が，川の向こう，およびエ ジ

プ トで仕 えた他の神々を除 き去って，主に仕

えなさい。

……あなたがたの先祖が
， 川の向 こうで仕

えた神々で も，または，いまあなたがたの住

む地のアモリびとの神々でも，あなたがたの

仕 える者 を， きょう，選びなさい。ただし，

わたしとわたしの家 とは共に主に仕えます。」

(ヨ シュア24：14-15)

ヨシュアは， この名言の中でふたつの点を

力説 しているが，その重要性 はい くら強調 し

てもし過 ぎることはない と思 う。 ヨシュアが

強調 した2点 とは， ひとつは主に仕 えること

であ り，ふたつ目はそれを 「きょう」実行す

るということである。 ヨシュアのこの訓戒あ

るいは固い決意のこ とを深 く考 えていると，

ア ミュレクのあの偉大な宣言が心に浮かんで

くる。

「現世は， 人間が神に逢 う用意 をしな くて

はならぬ時期である。現世の生涯は，人間が

各々働 きを遂行せ ねばならぬ時期 である。

……私はあなたたちがこの世 を去る時まで

悔改め を引き延 さない ようにねんごろにすす

める。永遠の来世 に行 く準備ができるように

私たちに与 えられてい る現世の生涯の光陰 を

有益 に用いなかったならば，後から夜のよう

な暗やみの生涯がや ってきてそこへ入ったら

何の働 きもできるはずがない。

あなたたちは， このおそろしい危機に陥っ

てから 『私は悔 い改めて私の神に立 ち帰る』

と言 うことはできない。あなたたちは本当に

こう言うことはできない。なぜ ならば，あな

たたちがこの世 を去る時あなたたちの肉体 を

離れる霊は，永遠の来世に於て再びあなたた

ちの身体に宿 る力を持 っているか らである。

あなたたちが， もしも悔改めを引き延ば し

て死んでしまうならば，すでに悪魔に従 った

のであるか ら，悪魔はあなたたちに自分の部

下 と言 う刻印をおす。従って主の 『みたま』

は もはやあなたたちから離れて再びあなたた

ちに宿 らず， ここに於 て悪魔は全 くあなたた

ちを支配する権能を得る∵1これはすなわち悪

人の最 后の境涯である。」(ア ルマ34;32-35)
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アルマはその12章 の中で，ア ミュレクが 「現

世は，人間が神に逢 う用意をしな くてはなら

ぬ時期である」 と述べ た根拠 を明らかにして

いる。つまり， この世 の生涯 は私たちの始祖

アダム とイヴに与えられ，私 たちには 「試 し

の時期 とな り，神に逢 う用意をする時期 とな

り， また……死者の復活の後に来る永遠の生

命 を受ける用意をなすべ き時期 となった」(ア

ルマ12：24)こ とを指摘 している。

さらに，アルマは贈いの計画がアダムに示

されたことを明 らかにし， この贈いの計画は

私たちにも示 され，アダムがそ うであったよ

うに，私 たちも悔 い改めて福音に従った生活

をするならば，主のみ もとに帰ることを許さ

れ ると説いている。

アルマはまた，私たち人類に関してこう述

べている。「神は贈 いの計画を示 したもうてか

ら，悪を行 ってはならないと言う法令 を人類

に下 した もうた。この法令に伴 う罰は第二の

死である。第二の死 とは義 しいことか ら永遠

に断ち切 られ る有様 となることを言 う。この

ような死に逢 う者は贈 いの計画の能力も及ば

ない。それは神のもちたもう最高の徳に照ら

して正義の働 きをさまたげることができない

からである。

しかし神はその御子の御名を通 して人々に

勧めた もうた(こ れがすなわち備っている贈

いの計画である)。すなわち 『汝らもし悔 い改

めてその心をかた くなにせずば，われはわが

生む独子によ りて汝 らを憐むべ し。

よりて悔い改めてその心 をかた くなにせ ざ

る者は，わが生む独子によりて罪の赦 しを得

さする憐み を求むる権利を受 く。かかる者は

わが安息に入ることを得。

されど，お よそその心をかた くなにして罪
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悪 を犯す者は，われは怒 りてこれをわが安息

に入らしむべからず と誓 う』 と。」(ア ルマ12

：32-35)

年齢 に関係な く，大切 なことは一 人一 人が

きょうをどう生 きるか，言うなれば毎 日毎 日

をどう過 ごすか ということである。

アルマは息子のヒラマ ンに，若い うちに物

事 を決意す るようにと，次のように説いてい

る。

「わが子 よ，忘れずに青年の時智恵を得よ。

青年の時か ら神の命令 を守 ることを習慣 とせ

よ。

汝の要す る一切の助けを神に祈 り求めよ。

何事 でもすべて主のために為せ。 どこへ行 く

にも主のために行け。常に主 を念頭 に置いて

心の愛情 をとこしえに主へ向けよ。

汝のす る一切 の働 きについて主のみこころ

を伺え。そ うすれば主は汝の為になる善い誠

めを与えた もう。眠 っている問 も主が見守 り

た もうよう夜寝 る時には自分の身を主に任せ

て寝 よ。そして朝起 きる時には神に感謝する

念 を胸に満せ 。このようにすれば終 りの 日に

高 く挙げられる。」(ア ルマ37：35-37)

ア ルマはまた，息子の コリアン トンへの話

の中でもひ とつの重大な真理に触れている。

「お前は， もはや回復に関することを教わ

っているか ら，このまま自分の罪深い境涯か

ら幸福 な境涯 に回復 され ると思ってはならな

い。罪悪は決 して幸福 を生 じたことはない。」

(アルマ41：10)

現世 はもちろんのこと，来世においても平

安 と幸福を得る確かな道は， きょうも，明日

も，あさって も，毎 日主に仕えることである。



回 の地一Lに生を受 けた人は，遅かれ早かれ，
一

イエ ス ・キ リ ス トが 神 の 御 子 で あ る こ と

を知 る 機 会 が 与 え られ る。 聖 典 に よ れ ば ， キ

リヌ、トが 再 臨 され る 時 ， 神 の 御 子 の し る しが

は っ き り と 目 の 前 に 明 らか に さ れ る た め ，

人は 「す べ て の ひ ざ を か が ま しめ ， … … こ と

ご と くの 舌 は イエ ス は キ リス トな り と告 白」

す る と言 わ れ て い る 。(教 義 と聖 約88：104参

照)

そ う だ か ら と 言 っ て ， キ リ ス トに つ い て す

べ て の 十 分 な 知 識 が 得 ら れ る わ け で も な い.

救：い を も た らす 知.識 は ， 祈 り と瞑 想 に よ っ て ，

主 との.交 わ り を 深 め よ う と 努 力 す る と こ ろか

ら得 ら れ る か ら で あ る。

救 い 主 は 次 の よ うに 言 わ れ た 。 「永 遠 の 命 と

は ， 唯 一 の ， ま こ との 神 で い ます あ な た と，

ま た ， あ な た が つ か わ され た イエ ス ・キ リヌ、

ト と を知 る こ と で あ り ます 。」(ヨ ハ ネ17二31

こ の 言 葉 に 注 意 し て い た だ き た い 。 私 た ちが

永 遠 の 生 命 を得 る た め に は ， 神 と イ エ ス ・キ

キ リス トを知る

.デ'ビツ ドA・ ウ エ トン

一
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リス トを知 ることであり，御二方に関する何

かを知 ることではない。両者の間には大 きな

違いがあると私は思 う。

ブ リガム ・ヤ ング大管長は次のように述べ

ている。「天父 と御子 イエス・キリス トが私た

ちに求めてお られる最 も重要かつ偉大な条件

とは，……イエス ・キリス トを信 じ，イエス

が救い主であることを認め， キ・リス トを求め，

キリストから離れず，キ リヌ、トを友 とするこ

とである。救い主 と心を交わ し，絶 えず交流

が持て るよ うに行動 してい ただ きたい。」

(ノo%㍑α1げZ遮oo%欝 θs「説教集」8：339)

私 は人と個 人的に親 し くなることに深い関

心 を持っている。特にその人について話 され

た り，言われたこ とがお互いの関係 を価値 あ

るものに して くれそうな時にはそれがはっき

り言える。人々に対するイエスの思いや りか

ら見て，イエスが持 ってお られる，次の4つ

の属性 こそ，私が熱心に求め，交わ りを深め

てゆ くべ きものであると思 う。

その第1の 属性は，救 い主が私たち一人一

人をよく熟知 してお られるということである。

救い主は人々の心の願 いと内なる霊性 とを見

抜かれ，仲間か ら軽べつ され追放 された人々

と親 しくなられた。最初の十二使徒定 員会を

組織される時も，貴族の家やサンヒ ドリンの

堂々たる会議所には行かず，海辺の粗 末な釣

り舟や人々からさげすまれていた取税 人の と

ころに向かわれた。

1831年 ，今か ら約150年 前，主が聖徒たちに

向かって述べ られた言葉を聞いていただきた

い。教義 と聖約に次のように記されている。

「見よ，而 して聴け。此所に寄 り集 りたる

わが教会の長老たちよ。汝らの祈 りはわれこ

れを聞 き，汝 らの心はわれこれを知 り，汝 ら

の願いはわが前に達せ り。

見よ，見よ，わが眼 は汝 らの上 にあ り。」

(教義 と聖約67：1-2)
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教義 と聖約第5章 で，主が 「わが僕マーテ

ン ・ハ リス」 と述べ られたことに も注 目して

いただきたい。主は彼の名前 を知っておられ

た。同様に，第15章 ではジ ョン ・ホイッ トマ

ー，第93章 ではフレデ リック ・G・ ウイ リヤ

ムスの名前を挙げておられる。聖典 に記録 さ

れた啓示の中で，実に主は65名 の人々に特別

な指示を与えられたのである。

主は確かに私たち一 人一人を心に留めてお

られ る。苦難の時に主のみ腕に支えられてい

ると感 じたこ とが，私の人生に幾度 もあった。

伝道中に膝 をけが して不安に襲われた時，ベ

トナムで兵役 に服す るために家族か ら切 り離

され， さびしく毎 日を送った時，愛す る伴侶
ど う こ く

を失って働実の 日々を送った時，私は静かに

ささや く声 を聞いた。「穏やかなれ」「安かれ」

「私はここにいる」「私は知 っている」と。そ

の時ほど，甘 く安 らかで慰めに満 ちた確信 を

味わったこ とはない。

第2の 属性 は，御 自身の経験から私たちの

あらゆる困難や苦難 を思いや ることのできる

救 い主の力である。救い主は，誘惑，苦悩，

恐怖，嘲笑，虐待などが， どの ような もので

あるか知 っておられた。そして，幾度 も人々

に大いなる憐れみ をかけられたのである。
か こ く

救い主は，人問の受ける最 も苛酷 な苦痛 と

言われる孤独 を経験された。この世 での最後

の時近 くなって救い主が語 られた次の言葉に，

私は深 く心 を打たれる。「見よ，あなたがたは

散 らされて，それぞれ自分の家に帰 り，わた

しをひ とりだけ残す時が来るであろう。いや

すでに来ている。 しか し，わたしはひとりで

いるのではない。父がわた しと一緒にお られ

るのである。」(ヨ ハ ネ16：32)

救 い主は拒絶や孤独だけでな く，誘惑 をも

経験 された。パウロは 「罪は犯されなかった

が，すべての ことについて，わたしたちと同

じような試錬に会われたのである。」(ヘ ブル4



：15)と 記 している。このこ とは，救い主 と

私たちとの関係に どのような重大な影響 をも

たらすだろうか。パウロはこの問いに次のよ

うに答えている。「主 ご自身，試錬を受けて苦

しまれたか らこそ，試錬の中にある者たちを

助け ることがで きるのである。」(ヘ ブル2：

18)

イエ スは生涯を通 じて，人々に憐 れみ を持

つように備 えられたのである。

ある時，長い説教を終えてか ら弟子たちに

こう言われた。「彼らを空腹のまま帰 らせたく

ない。恐 らく途 中で弱 り切 って しまうであろ

う。」(マ タイ15：32)そ して，7つ のパンと

少しの小さい魚 を取 って奇跡的に4千 人の群

衆に食を与え，彼 らの空腹 を満たされたので

ある。 この出来事は，主が人々の霊的な必要

ばか りでな く， 肉体的なことにも心 を留めて

おられ ることを示 している。

主の偉大な憐れみは，私たちがその愛 と信

頼 を受けるにふ さわしくある限 り，誘惑 を受

けて迷った時に慰め を与 える源 となるのであ

る。主が初期の聖徒たちに与 えられた次の言

葉の中にそのことがはっきりうかがわれ る。

「見よ，且つ聴け，汝 らわが教会の長老た

ちよ。〔われは〕人々の弱 きを知 り，誘惑に陥

る者 を救 う方法を知 る……。

われ誠に汝 らに告 く"。……われ汝 らを憐 ま

ん。汝 らの中罪を犯せ る者あ り， されどわれ

誠に告 ぐ……われは汝らを憐 まん。」(教 義 と

聖約62：1;64：2-4)

十 二使徒評議員会会員の ヒュー ・B・ ブラ

ウン長老は，次のように述べている。「私は，

これ まで幾度 とな く，手 を差 し伸べれば神の

み手に触れると感 じたことがある。主はす ぐ

身近にお られ る慈悲深い御方で，喜んで私の

求めに応えて下 さり，困難な局面を打開で きる

ように助けて下 さった。」(C伽 名漉Nθ 鷹 「チ

ャーチ ・ニューズ」1975年12月6日 ，p.3)

ブ ラウン長老の証に加えて，イザヤの偉大

な予言の言葉にあるように，「ひとりのみどり

ご」が生 まれて 「霊妙 なる議士」 となられた

こ とを証す る。(イ ザヤ9：6参 照)

救 い主に近づ こうという気持 ちを起こさせ

る第3の 属性は，主の持ちた もう，深 く変わ

ることのない完全な愛である。その愛の最 も

尊い証は，進んで私たちのために命 を捧げて

下 さったことに示 されている。弟や妹 たちが

同じ苦痛 を味わわな くて済むように，進んで

その激 しい苦痛 を受けられたのである。その

意義を理解 していたパウロは，次のように述

べている。

「わた しは確信する
。死 も生 も，天使 も支

配者 も，現在のものも将来のものも，力ある

ものも，高い もの も深いものも，その他どん

な被造物 も， わた したちの主 キリス ト・イエ

スにおける神の愛か ら，わたしたちを引き離

すことはで きないのである。」(ロ ーマ8：38

-39)

何 と力強い証ではないだろうか。キリス ト

は私たちに永遠の幸福をもたらすために，い

かなる代価を も進んで払われたのである。実

に神の本質は，他の人々のために進んで犠牲

を払 うことにある。キ リス トは，個 々の人々

がキ リス トの犠牲 を認めるか否かにかかわ ら

ず，「目には 目をもって償 う」という哲学に支

配 された世 界において万人のために自ら十字

架に掛か られたのである。私たちにとって，

これは何 と祝福 されたことであろうか。

第4の 属性はキ リス トが持っておられる神

の権能である。これこそ一般 の人々とはっき

りと区別され るものである。キ リス トは私 た

ち一 人一人の成長に深い関心を持ってお られ

るだけでな く， そのために何か を行な う権能

も備 えておられた。すなわち，人々の生活を

変える権能である。確かに私たちは，パウロ

やアルマのように，文字通 り一夜にして生活
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を変えられた人々の話を聖典か ら読むことが

できる。 しか し，このように小 さな，人に知

られない改宗の奇跡は枚挙にいとまがないほ

どあちこちにある。

あれはカナダのエ ドモン トンで伝道中の こ

とであった。私 と同僚は，冷えきって じめ じ

めした地下室 を訪ねた。そこには毎 日たばこ

を何十本も吸う求道者が住んでいた。私たち

は彼が知恵の言葉 を守れ るように援：助 してい

たが，ある晩彼の粗末な部屋に招かれて，そ

の努力に失敗 したことを聞かされた。「できる

限 りの努力は してみました。でも，止め られ

ないのです。福音は真実です。バプテスマ も

受けたいと思います。 しか し， この悪癖だけ

はどうしても克服できません。」

すっか り打 ちひしがれた求道者に，私 たち

は次のように答えた。「あきらめないで下 さい。

あなたは止められます。人間 を超えた力が，

あなたに必要 な力 と勇気 を与 えて くれるで し

ょう。」

そして，パウロの書簡か ら慰め と確信に満

ちた聖句を彼に読んで もらった。「あなたがた

の会った試錬で，世の常 でないものはない。

神は真実である。あなたがたを耐えられない

ような試錬 に会わせ ることはないばか りか，

試錬 と同時に，それに耐えられるように，の

がれる道も備 えて下さるのである。」(1コ リ

ント10：13)

それから3人 でひざまず き，彼が生活 を変

えるために必要な勇気 と決意 を得て，家族 と

共にバプテスマ を受け られるよう，主の助け

を願い求めた。 この時の経験が，19歳 の少年

の証 をどれほ ど強めたこ とであろ うか。主の

みたまが彼に働 いて，誘惑に耐 え神の戒め を

守れるように力を与えて下 さり，私 たちは彼

の人生が変わるの を目に したのである。

あのガ リラヤ人イエ スは，何 と力強い友で

あろうか。この方ほ ど私たちを親 しく知 って

6

お られ，私 たちに対する愛 を示すために多 く

のことをして下 さった御方がいただろうか。

また，憐れみ と思いや りにあふれ，私たちの

生活 を変える神聖な力を持 った御方がほかに

いただろうか。それでは，最 も親 しい同僚 と

して， また真の友 として，私たちがさらに力

を尽 くして求め るべ き御方はどなたであろう

か。

キ リストについて学ぶと，キ・リス トとの関

係 をさらに深めたいと思 うようになる。 それ

によって 自分 自身 を十分に高めていただきた

い。力強い祈 りと深い瞑想に時問 を費やせ ば，

私たちは礼拝する神の本質を知 り，神が実に

私 たちの最 も親 しい友であるこ とを悟 ること

ができるであろう。

その時は じめて，キ リス トの友のひとりで

あったパウロの言葉 を理解できるようになる。

パウロは次のように宣言 した。「わたしの主キ

リス ト ・イエスを知 る知識の絶対的な価値の

ゆえに，いっさいのものを損 と思っている。

キ リヌ、トのゆえに， わた しはすべてを失 った

が…… キ・リス トとその復活の力とを知 り，そ

の苦難に」(ピ リピ3：8，10)あ ずかれるの

である。

デ ビ ッ ド ・A・ ウ ェ トン は， イ リノ イ 大学

の組 織 行 動 学教 授 で あ り， シ ャ ンペ イ ン ・イ

リノイ ス テ ー キ部 シ ャ ンペ イ ン ワー ド部 の監

督 で あ る。

☆ ☆



人生の仕事

も し私の頭の中にある決 して揺 らぐことのない・確かな事柄 をひとつ挙げるとすれ
ば，それは人生の仕事に成功すべ きであるとい うこ とである。そうでなければ，
かたち

神がその象に形どって人を造 り，その姿を与え，はか り知れない可能性 を持 った知性

と，驚 くべ き特質，素晴 らしい肉体の力を私たちに授けたことは全 く不合理 なことに

な り，私たちがこの人生 を無為に過 ごし，つまず くことを予期 しなが ら生活を送 るこ

とになるであろ う。私は， この世の中で最大の浪費は，私たちが 自分の可能性のはる

か下位の段階に甘ん じているこ とであると思っている。

教会の大管長は，すべての教会員は宣教師である と言っている。 しか し今 日，成人

の教会員の大半は 自分 を宣教師見込み会貝位にしか考えていない。中には，伝道に出て

2年 間の宗教活動に湛進 していながら，帰 って くる と再 び以前の弱 さに埋没してしま

っている人もいる。

主は， この教えをあらゆる国民，種族，国語の民に伝えたい と願っておられる。 し

か し私たちの中にはその責任 を与えられていながら，隣家の垣根 を越えてメッセー ジ

を伝 えることも， 自分たちの住む町 という限られた地域内に広め ることも怠っている

人が大勢いる。ホームティーチャーは教会員に福音 を教えるために遣 わされているは

ずであるが，私たちは しば しば天気や世間話に うつつをぬか し， 自分 たちの生活を暗

闇の中に取 り残 している。メッセー ジを伝える人が霊的でな くて，霊的なメッセー ジ

を伝 えることができるだろうか。メッセージを伝 える人の生活が怠惰 と不道徳，弱点，

罪，失敗の繰 り返 しであって，メッセー ジに力 を加えることができるだろ うか。私た

ちは生活のあらゆる分野で成功す るように努めなければな らない。

主は，私たちがこの世 で成功する最大の秘訣 を教 えて下 さった。「そもそも創世の以
おき て

前より天に於て定められたる一つの変 らざる律法あ りて，あ らゆる祝福はこれに基 く
おき て

な り。すなわち，われら何にても神 よ り祝福を受 くる時は，この祝福の基 く律法に従

うによ りて然 るな り。」(教 義 と聖約130：20-21)主 は私 たち全員が，成功するよう

に望 んでおられる。私たちがなすべ きことは，成功へ導 く原則を見いだ して，そこか

ら前進することである。最後に，偉大なひとつの真理 を皆 さんに伝 えて私の話 を結び

たい。この世で最 も心躍る経験 は，神が 自らすべての時間をかけて取 り組 まれた人類

の救い とい う重要な仕事に献身す ることである。

七十人第一牢員会名誉会員

スター リング ・W・ シル
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事実1。 現在， モノレモン経が翻訳，出版 され

ているのは，世 界の言語の1パ ーセン トに も

満たない。

事実2。 ある推計に よると，モルモン経の翻

訳には4年 から10年 ， レッスンプランと伝道

用パンフレットの翻訳には約2年 か ら3年 も

かかるといわれている。

事実3。 モルモン経 を毎年4力 国語に翻訳 し

て も，百万人以上の人が使用す る言語 を網羅

するだけで40年 近 くかかる。世界中の言語 と

主な方言の数は3千 以上 にのぼ るためである。

この翻訳を短期間で行 なお うとしているの

が，ブ リガム ・ヤ ング大学の翻訳科学研究所

である。現在，(1)コ ンピュー ターによる言

語処理 と翻訳補助(2)相 互 作用 コンピュユー

ター翻訳 という2つ の問題 に取 り組んでいる。

例 えば，英語の書物 をスペイン語に翻訳す

るには，非常に複雑な過程 を踏まなければな

らない。まず原文 をスペイン語に翻訳し，そ

の原稿 をタイプす る。翻訳者がこれ を校正 し，

校正 されたものをタイプす る。さらに校閲を

行なった上で再びタイプす る。もう一度校閲

を行なってタイプし，校正，植字，再校正 を

経て印刷に至 る。どの段階に も誤 りの生 じる

可能性がある。 しか も多くの時間 を要する。

BYUの 翻訳科学研究所 では， これに代わ

る手段 を開発中である。それは言語処理 と呼

ばれている。すなわち，翻訳者は原文 を手 も

とにおいて翻訳文 を直接 コンピューターに打

ち込んでいき，鍵盤の上にある映像 スクリー

ンを見なが ら作業 を進め るのである。翻訳 し

ながら校正，訂正 を行なうことができる。言

葉 を置 き換 えなければ，再びタイプす る必要

はないので，つづ りの打ち間違いがな くなる。

翻訳者は追加，削除は もちろん，文字，言葉，

節，文，段落，あるいは頁の変更 も行なえる。

以上の作業が終 ると，訳文をコンピュー タ

ーのテープかデ ィスクに記憶させ る
。訳文 を

校 閲す る人は，同様の端末機 を使って，正 し

い部分 には手 を触れずに必要な変更を加 える

翻駅庵助けるコンピューター

ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 の 翻 訳 科学

研 究 所 で は，人 の関 与 を最 小 限 に

抑 え て文 書 翻訳 の大 部 分 を コ ン ピ

ュ ー ター で 行 な う技 術 を開 発 して

い る。
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ことができる。 コンピュー ターはこれ を植字

する。言語処理は翻訳科学研究所が開発 した

ものではない(新 聞社 も使っている)。 しか し，

教会の翻訳部 と協力して翻訳に用いた という

点では最初であろ う。

結果はどうであろうか。翻訳そのものにか

かる時間は変わ りないが，他の手順が短縮 さ

れるので，全体に要する時間はほぼ半分にな

る。 さらに コンピューター処理は極めて迅速

であり，経済的にも大幅に節約が図れる。

翻訳その ものに要す る時間を短縮すること

は可能 であろうか。可能である。現在進行中

の企画の中に，瞬時参照システム と呼ばれる

ものがある。この システムを使 えば， これま

で一々手間をかけて捜 していた単語の意味や

翻訳済みの聖句を，すべて一覧に してス クリ

ー ンに映 し出すことができる
。

今 日すでに実用化の状態にあるもの として，

ほとんどの言語のアクセン ト表示に適用でき

るシステム，1万 の漢字を印刷する機能，標
コ ン コ 　 ダ ン ス

準聖典の解析用語索引の開発などが挙げ られ

る。現在研究されている中国語の編集 システ

ムは，開発者の知 る限 り世 界でも有数の企画

である。

第二に大 きな注 目を集めているのは，空想

科学 を思わせ る技術 であ るが，相 互作用 コ

ンピュー ター翻訳 と呼ばれている。 これは コ

ンピュー ターの翻訳 を人が 「手引き」す るも

のである。この技術が用い られている米国唯

一の機関が
，BYUの 翻 訳科学研究所である。

この研究所の画期的な働 きは，国際的にも高

く評価 されている。従来， コンピューターに

よる翻訳 を妨げてきた問題のひ とつに，機械

はあいまいな語句，口語的な表現，文法上例

外的な言いまわ しを処理できないとい うこと

があった。言語学の助教授であ り当研究所の
ジ ヤ ン

所長で もあるエル ドン ・ライ トル博士は，連
ク シ ョ ン グ ラ マ 　

接文法 と呼ばれ る言語解析のモデルを考案 し

た。 これは コンピュー ター に言語 の諸要素

の関係 についての指示 と，原語に相当する訳

語 とを記憶させるシステムで， コンピュータ

ーが原文の構造を分析 し
， それに相当する訳

文 を作成するものである。

機械の手に負えないあいまいな言いまわし

に出会 うと，処理作業 を停止 してオペ レー タ

ーに質問 を発する
。(この段階では，原語であ

る英語に高度に通 じた人が操作する)あ いま

いな語句が解明されると， コンピュー ターは

すべての処理 を終えて翻訳文の作成にかかる。

次に原文 と訳文がビデオ端末機に出てきて，

訳語 を母国語 とする人がその訳文 を校閲する。

このように，原文の意味と訳文について最終

的な決定はオペ レー ターである人間が下す。

しか もそれぞれのオペレーターが，母国語の

微妙な点について責任を持つのである。この

ように二重に専門知識が働 くので，正確な翻

訳が行なわれることになる。

この翻訳は一体 どれ くらい正確なのだろう

か。スペ リーユニバ ック社(コ ンピュー ター

の会社)が1977年6月 に出 した独 自の評価 に

よれば，文法，言葉の選択，完成度合におい

て技術的な正確度は，96パ ーセン トであった。

あらゆるシステムを導入すれば，正確度はさ

らに高まるであろう。翻訳科学研究所は手始

め として，英語を ドイツ語，フランス語， ポ

ル トガル語，スペ イン語，中国語の5力 国語

に翻訳す ることか ら始める。5力 国語の翻訳

が同時にでき， しか も翻訳後の編集はずっと

少な くてすむので，従来5時 間かかっていた

行程が2時 間ですむことになる。
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飛 ・

糞

}蔭

だれ よ りも高 く

七十 人 第 一 定 員会 会 長

マ リ ：オ ン ・D・ ハ ンク ス

あ る日曜日の朝・特別な理由があって・私

は珍 しく自分のワー ド部 に出席すること

ができた。私たちは最後列に腰かけていたが，

長身のわが家の一人息子が，監督に呼ばれ，

通路を進みでて，説教壇の脇に立った。監督

は息子の話をし，教会員にアロン神権の昇進

10

の支持 を求めた。全貝が支持 の挙手 をして，

その後私は監督の指示によって，息子 を聖任

する特権にあずか ることがで きたのである。

その 日の昼食の時に，息子は姉たちに朝の

出来事 について話 していた。通路 を歩いて行

き，監督 と並んでみんなの前に立 った時は怖



い気が したという。 しか し彼はこのように言

った。「でもね，みんなが挙手 をした時に，見

たらお父さんの手が一番高 く上がっていたの

ですっか り安心 したんだよ。」その通 り，息子

は恐れた様子などなかった。事実私はおもい

きり高 く自分の手を上げていた。彼は私の息

子だ。私は強 くそ う感 じたのである。父親 と

息子の関係には，何か特別なものがあるよう

である。

私はモルモン経が大好 きだ。それがいつか

ら始 まったのかよ く覚 えていないが， 中で も

特に好きなのは父親か ら息子に当てた指示や

教 えや証である。主は父親に特別な責任 を与

えておられる。主は私たちに，学ぶべ きこと，

私たちが証 をすべ きことを教えてお られる。

イギ リスの詩 人，サ ミュエル ・テイラー ・

コー リッジ(1772～1834)は こ う述べている。

ある時，彼は子供たちには神 を畏れる，信心

深い正 しい人間になってほ しいが，宗教的な

教えを植 えつけた り教会に連れて行 った りし

て，宗教 に偏 ることは した くない とある農夫

が話 しているの を聞いた。農夫が言 うには，

子供が大きくなってから自分で決めれば よい

というのである。この農夫は立派な農場 を持

ち，手入れのゆ き届いた庭があって，子供 た

ちも利口だ との評判の人であった。

コー リッジはその人にこう答 えた。「素晴ら

しいこ とだ!実 に進んだ考 えです。 どうです，

これからはお宅の畑や果樹園，庭園にその方

式を取 り入れ られては。種播 きや草取 り，耕

した り刈 り込んだ りの偏見 を捨てて，好きな

ように育つ ままにさせ るのです。」

神 は両親に，子供 を教 える とい う責任 を授

け られた。特 に父親に特別な務め を課 してお

られる。神はモルモン経の中にその模範 を示

され，かなりの部分に子供 を教 える父親の記

録を載せ られた。 リーハイ，アルマ，モルモ

ン といった人たちのことを考えてみていただ

きたい。

彼 らは，父親 とい う責任の もとに何 を教え

たであろうか。(1)彼 らは啓示 された真理，

永遠性の大切 さ，心に訴える麗わしい神学の

基本 を教えた。(2)自 らの経験から有用で賢

明な助言 を与えた。(3)生 活，文化，文明の

基盤 となる価値観を教えた。(4)そ して一様

に，イエス ・キ リス トと御父，さらに永遠の

救いの計画について力強 く証 をした。

まず，模範 と教えを通 じて子供たちに大き

な賜 を残 した リーハ イのこ とを考えてみよう。

リーハイは全能者か ら受けた示現や警告，

約束 を子供たちに伝えた。これはニーファイ

の冒頭の記述の宣言の基盤 をなす ものであ り，

証の中心 をなす ものとなっていた。「さて私は

今書 く記録が真実であることを知 っていて…

私が父の言 うことを何でも信ずるのは汝 も知

って居 りたもう。」(1ニ ーファイ1：3，11

：5)

リー ハイは，特に何 をニーファイに知 って

ほ しか ったであろうか。そのひとつ として，

彼は息子に畑に生えている木，その木になっ

た実，そこに通 じる道， そして鉄の棒や汚れ
ふち

た水の淵，広々とした建物などの示現につい

て教 えた。

それが何 を象徴 しているかは簡単である。

木は生命の木で神の愛を表わし，道は義の完

成に至 る道であり，川は地獄の深みであった。

木になっている実は どの実よりも貴 く好 まし

かった。広い建物は世の高慢 と空 しい考えを

表わしていた。

この有名な示現の中で， リーハイは次の事

11



実 を悟 り， それを息子に教えた。世の中には

真理 を信 じず， ことさらそれに反対す る人々

がいる。また，最 も甘い実のなる木への道 を

たどりながら，悪魔の誘惑である暗黒の霧に

よって道を見失っている人々がいる。彼 らは

道に迷い，脇道へ それて しまう。また，鉄の

棒 につかまり，道 を進んで木の実 を食べ，そ

の甘さを知 った後か ら，あた りを見 まわし，

自分 を指さしあざける人々 を見て，禁制の道

に迷い込み姿を消 してい く人々もいる。 しか

しまた，棒につか まり道を進んで木の実を食

べ，神が願っておられ る永遠の幸せ とい う甘

い実を家族や他人に も食べ させ たい と思いす

ぐにあた りを捜す 人々もいる。

この示現を見た リーハイは，すべての もの

に反対の ものがあること，この世 でも永遠で

も人間は 自由意志によって道 を選ぶ こと，悪

12

魔 は実 在 しそれ に負 ける人々が いること，

祝福の中でも最 もすば らしい祝福は人に喜び

をもた らす神のみ言葉 を食し， それを人に分

け与 えることに よってもたらされることなど

を子供たちに教 えた。

これ らの重要な教えを， リーハ イは神の啓

示 とみた まの力によって，詳し く子供 たちに

説明 し，教 えたのである。

私たちは予言者アルマに特別 な親 しみを感

じるようであるが，それは彼が自分の不完全

さと悔い改めの必要なことをはっきりと告 白

しているか らである。アルマが罪を犯 したこ

とは明白であった。彼はモーサヤの息子たち

と共に教会を打ち壊 そうと企て，違 った道を

故意に選び，人を悪へ導 くことを楽 しみに し

ていた。そのような時に，天使か ら教えを受

けて百八十度の転換 をしたのであった。天使

はこう述べている。 「もはや神の教会を滅ぼ そ

うとしてはな らぬ。自分がそれほど滅びたけ

れば，せめて他 人を巻添えにすることはやめ

よ。」(モ ーサヤ27：11-16参 照)

それか ら何年か後に真正直な父親の心底か

らくる悲 しみの声が述べ られている。

アルマが語 ったこの言葉は，悔い改めと赦 し

と神 の慈悲に関して，私 たちが読んだ り，聞

いた りする中で最 も意味深い もの と言えるか

もしれない。この偉大な教 えはアルマ書39章

か ら42章 に記 されている。 コリアン トンは伝

道に召されなが ら，その務めを捨てて遊女イ

サベルについて行 った。他に もコリアン トン

に従 った者が大勢 いた。そして自分の所業 を

次のように弁護 している。「父さん，時代は変

わったのです。怒らないで下 さい。世の中は

みんなこのように しているのですか ら。」

皆さん も世 の中の経験か らコリアン トンの



場合が まった く現代の状況 と何 ら変わ りない

ことに気づかれているであろう。コ リアン ト

ンの罪 も遭遇 した危険も事実であ り， それに

甘んじてしまった彼の悩み も現実の ものであ

り，コ リアン トンの救 いもそこにかかってい

た。

そうした息子 に，アルマは どう対処 したで

あろうか。アルマは自分の過去 を振 り返って

息子に同情的になっただろうと考える人 もい

るか もしれない。 しか しアルマは，立場の重

大 さを悟 らなければ望みが ないことをコリア

ン トンに理解 させなければな らなかった。ア

ルマは言い換えればこのようなことを言って

いた。「お前の したことは，神の 目には殺 人に

次 ぐ行為 である。お前はこの世 と来たる世で

受けられるはずの美しいもの，すばらしいも

の をすべて危 うくしている。ここで，窮状に

際 し手を挨 ねていて も神は少々罰す るだけで

赦 して下 さる と考 えるなら大間違 いである。」

自分 もかつては悪事 を働 き，さらに今 自分

の息子が同 じような道を歩んでいて， しか も

自分のように立ち返るか どうかが危ぶまれる

という苦悩 を背負った父親の， それは胸 を打

つ光景であったに違いない。 コリアン トンは，

しか しどうにか立 ち直った。彼は言い逃れを

することをやめて，こう言った。「わか りまし

た，お父 さん。責任 は自分で取 ります。 自分

の罪を認め ます し，悪かった と後悔 していま

す。」このほかにどのようなことがあったかは

書かれていない。 しか しそれを心に思い計 る

ことはできる。

アルマはイエス ・キ リス トの腰いやその目

的，意味を歓喜 してコリア ン トンに教えてい

る。迷わず従順な兄弟たちの模範 と助言に従

っよっに諭 し，この ように言うのである。「今

わが子 よ。私はこれか らお前が これ らのこと

について心 を悩 まさず，ただ自分に悔い改め

をさせ るよ うな心配を以て 自分の罪について

心 を悩 まして欲 しい。」(ア ルマ42：29)こ の

ようにしてコリアン トンは神の赦 しを受け，

自分 をも赦 したに違 いない と思 う。

最後にご紹介 したい父親はモルモンである。

息子に対す る彼の教 えは，モロナイ書の7，

8， そして9章 の一部に載っている2通 の手

紙に大 まかに記録されている。モルモンは世

の人の堕落について語 り，「彼 らは道 を守 らず

慈悲の心のない者で」，「この国民を神に推薦

で きない」 と述べている。(モ ロナイ9：20-

21参 照)

しか し忠実な息子 を推薦し，いつの 日か再

び息子 と再会で ぎるようにと祈 っている。私

は父親たちの教えについて簡単にお話してき

たが，最後にモルモンが強調 した希望 と，彼

の証の成就 について触れ， この話を終わりに

したい。

「さて私の子 よ
。キ リス トに忠誠であれ。

願わ くは，私が書いたこ とのためにお前が悲

しみのあ まり死ぬ ようなことがな くキ リス ト

がお前 を慰 さめ励 ましたもうように， またキ

リス トの苦 しみとその死 と，私たちの先祖に

その御姿を現わしたもうたことと，その憐 み

とその忍耐 と，その栄光 と，永遠の生命 を授

かる希望 とは，お前がいつまで も記憶に留め

てお くように。」(モ ロナ イ9：25)モ ルモン

の最後の証は，教 えと愛情，願いと信仰の証

であった。モルモンもまた，息子のためにだ

れよ りも高 く手 を挙げていたのである。
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息 子

わ が 友

ジ エ イ ・M・ トッ ド

彼 と会ってか ら7年 になるが・私は父親 と
いうものを考えるたびに，メキシコ ・シ

ティーに住むマ ヌエル ・セルダ兄弟のこ とを

いまだに思い出す。

セルダ兄弟 と会ったのは，1972年 の8月 に

メキシコで初の地域大会 を取材 した時のこと

である。何組かの末 日聖徒 の家庭 を見て，

福音に即 した生活ぶ りを見たいと申し入れて

いたので，通訳 のジェ シ ・トル ヒー ヨ兄弟

と一緒にベネメリトへ行 き，成人した5人 の

子，壱、を持つマ リア，マ ヌエルのセルダ夫妻に

迎えられたのであった。

自分たちがなぜ彼 らの家に導かれたか，私

にはそのわけがす ぐにわかった。セルダ家の

物語は17年 前，現在の家か ら200キ ロ余 り南

東にあるテワカンで，彼らの家の戸 を宣教師

がノックした時に始 まる。半年の うちに父母

と5人 の子息はバプテスマ を受けた。 ビク ト

ルが23歳 ，オーガスチ ンが21歳 ，モーセスは

19歳 ，ラモー ンが17歳 ，ギルベル トは16歳 で

あった。それか ら1年 も経 たないうちに，子

供たちが次々と伝道に召され るようになった。

ほどなく，半年ばか り5人 兄弟全員が メキシ

14

コの伝道部で働 くとい う珍 しい時期があった。

また， これもおもしろいことだが，5人 の兄

弟が2，3カ 月間は兄弟同士 で同僚 を組んで

伝道をした。

子供たちが次々と伝道に出ていくようにな

ると，マ ヌエル ・セルダは息子 たちを伝道に

出し，精一杯の援助 をす るだけではまだ足 り

ないと思 った。そ して自分が模範になろうと

決心 したのである。彼は妻のマ リア と共に，

自分たちも宣教師になろうと決意 した。 自分

た ちの周囲に，教会員でない友人，隣人，親

戚はいないだろうか。

こうして，5人 の子息が伝道 した3年 間に，

マヌエル，マ リア ・セルダ夫妻は70入 の改宗

に尽力 したのである。夫妻か ら伝道中の息子

たちに宛てられた毎週の手紙には，知人が次

次と教会に入る様子が 記された。父，母か ら

の真心 と喜びの証は5人 の息子たちの胸に燃

えた。家で伝道 している両親，宣教師の息子

を，同僚 として一緒に働 く兄弟をそ うして励

ます両親 であった。

やがてこの家族 の証 は，信仰 と活気 と愛の

炎 となって燃え上が った。兄弟の伝道が終っ



た時，父母に宛てられた息子 たちの報告は以

下の通 りであった。 ビクトルと同僚 たちで140

人の改宗者， オーガスチンは106人 ， モーセ

スは160人 ， ラモー ンは75人 ，ギルベ ル トは

233人 ， 総計784人 。私がこの家族 と会った

1972年 に この家族はさらに53人 を教会に導い

てお り，教会に837人 の永遠の友 を得たので

あった。

話 し終えた彼 らを見 ると，顔が輝いていた。

私は締め くくりの質問 らしきもの として，お

粗末ながらスペ イン語で，現在教会で何をし

ているか尋ねてみた。監督がふた り日曜学校

会長，幹部書記，伝道部副伝道部長 などであ

った。

私は父親であるマヌエル兄弟に向か って，

何 をしているか を伺 ったgす ると副監督をし

ているという返事であった。兄弟のひとりか

ら，父親が副監督 をしている当の監督は彼の

子供だという話 を聞いた。それが，私がこれ

で終わ りにしようと思 った質問に対す る答え

であった。

それか ら，私の取材生活で も最 もすば らし

い一場面が到来 した。私は監督をしている虐、

子，ビク トルの方 を向き，「父親が副監督 とい

う心境はどんな ものですか」 と尋ねた。

ビク トルのその物柔らかな返事に，私は痛

烈なパンチを受けたのである。「私は父を本当

に愛 しています。父は人生の良い助言者です。

私の模範で した。霊感の源でした。人生の問

題に出会 った時には私を助 けて くれ ました。

父をおいて，ほかのだれに助 言を頼め ますか。」

私の 目に涙が浮かんできた。私 はお もむろ

にマヌエルの方 を向いた。「副監督 として息子

さんに仕 えるお気持 ちはどんなもので しょう

か。」

マ ヌエル ・セルダは，スペイン語独得の威

厳 ある口調でゆっ くりと静かに感情 を込め，

震 える声でこう語 った。「私は息子たちを心か

ら愛 してます。息子たちに助言できるのは名

誉 なことです。息子の言 うことに耳 を傾けな

さいと，人様に助言できるのもあ りがたいこ

とです。『これはわたしの愛する子，わたしの

心 にかなう者である。彼に聞け』 と父なる神

は言われましたが。そのような気持 ちを感じ

ます。父 と息子の愛情 というものが よくわか

ります。」

私は向き直ってまた子息たちを見た。「ご家

族 のこの愛はいったいどこか ら来たものでし

よつか。」

す ると，父マ ヌエル ・セルダがみんなの返

事をまとめてこう答えた。「私 らの家庭を変え

たのは福音です。互いを永遠の友 として見る

ことを教えて もらいました。愛についても。

それに自分の子供 を尊敬することも教わ りま

した。私 らは家族の仲 を裂 くようなことや互

いの尊敬 を壊す ようなこ ととは断固戦います。

真理が我が家 を変えたのです。」

さらに歓談 し，心の込もった挨拶を交わし

て，私 たちはマヌエル ・セルダ兄弟の家をあ

とに した。 しか し，以来何年経って も，私は

マ ヌエル ・セルダ兄弟 を，忘れたことがない。

父親 というもの を考え，家族や家庭や， また

それが構成す る社会や文化 を見つめる時に，

マ ヌエル ・セルダ兄弟の面影がいつ もそこに

あって，私 自身の立派な父親のす ぐれた模範

や天上の御父の教 えや父親のあるべ き姿 を喚

起させ られ， それを胸に秘め，実践 しようと

心 を新たにするのである。
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質 疑 応 答

ク リフ：オー ド ・J・ ス トラ トン博士

(ネバダ大学医療科学部解剖学科助教授，

ネバダ州リーノウ北ステーキ部高等評議員)

「薬用植物を用いた飲料は
，知恵

の言葉で禁じられている 『熱き飲

料』に含まれますか，それとも
『慎みと感謝とを以て用うべきも

の』ですか」

これはよい質問ですが，難 しい質問で もあ

ります。なぜなら， これまでに1千 種類以上

のものが薬草 として確認されてい ますが， そ

のすべてが完全に研究 し尽 くされたわけでは

なく，そのひ とつひ とつの薬理作用がすべて

明らかにされるまでには至 っていないからで

す。幸いなことに，一般 に広 く用いられてい

る薬草やその飲料は，これ までにほ とんど分

析 されています。ただ し， これ を確認するた

めの参考資料 としてお薦めで きるのは，専門
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本誌の回答は問題解決の一助として与え

られたものであり，教会の教義を公式に

宣言するものではありません。

の医学書だけです。民間に伝わる知識や広告

か ら得 られる情報は，私が調査 してみた とこ

ろ，信頼の置けない ものが 多々見受け られ ま

した。

限 られた誌面では，薬用植物 を用 いた飲料

をすべて取 り上げることはできませんが，そ

の内の主だった ものの幾つかについて述べて

みたいと思います。

サル ビアは一般にはセー ジとして知 られ，

何世紀にもわたって茶な どに使用されてきま

した。サルビアの有効成分である黄緑色の揮

発性油には，高濃度のタンニンが含 まれてい

ます。 中でもサルビア ・リフレクサSα1θ 勉

1～θ漉κは有 毒 です。 しかし薬 用サ ル ビア

Sα1蜘(顔6伽 α傭 の抽出液は，現代の気管支

炎治療薬 として， また咽喉炎の予 防薬 として

大変効果があ ります。 うがい薬 として用いれ

ば，過度の唾液分泌を抑え，優れた抗菌作用

を示 します。

朝鮮人参は人参茶 として も知 られ，報告に

よれば，数百万人が常用 しているといいます。

これには副腎を刺激 して副腎皮質ホルモンの

分泌 を著 しく促進する作用があ ります。つ ま

り，炭水化物，蛋白質，脂肪の代謝 を抑制 し，

電解質および水の平衡に影響を及ぼ し，心臓，

腎臓，随意筋，中枢神経組織の働 きを阻害す

るのです。ですか ら，医師の指示がない限 り

用いるべ きではあ りません。

ミン ト，スペア ミン ト，ペパー ミン トなど

ハ ッカ属の茶は， 胃腸内のガスを放 出する作

用があ り，その 目的で適度 に用いれば安全 で

す。 タンポポ(距 ㎜6襯(顔 碗 α16)の 根 は，



19世 紀 の医師が慢性肝臓病 の治療 に使用 しま

したが，実際の効能につ いては立証 されてい

ません。

ム ラサ キウマ ゴヤ シ(ア ルファルファ)に

は， コルチゾ ン生成 を促 進す る作用が あ り

ますが， 多くの人にとって皮膚炎の原因 とな

る成分 も含 まれています。今 日では，この植

物に含まれる有害な成分を除いた合成 コルチ

コイ ドが開発され，処方箋によって利用でき

るようになりました。そのため，旧来 リュー

マチや関節炎の治療薬 として使われてきたム

ラサ キウマ ゴヤ シの需要は，著 しく減少 して

います。

クローバー茶 とサッサフロス茶 とは，それ

ぞれに有毒成分(シ アン化物 とサフロール)

を含んでいます。このため，合衆国では クロ

ーバーの使用は禁止されています
。

複数の薬用植物 を調合 した様々な茶剤が，

飲料あるいは医薬品 として，市販 されていま

す。それ らを常用する場合 は，必ず事前にそ

の作用 を確認 して下さい。

マオウ属E》 勉4η を用いた飲料は，「デ ィ

ザー ト・テ ィー」 「モ ルモ ン ・ティー」 「ス

クオー ・ティー」「メキシカン ・テ ィー」な ど

と呼ばれ，合衆国西部 では広 く用 いられてい

ます。この飲料には ビタ ミンCが 豊富に含ま

れてお り，有害なアルカロイ ドは一切 入って

いません。 もし大量に摂取すれば，心拍数 が

減少 し，その結果，血圧 を下げることになる

でしょう。最近 では，原因不明の咽喉痛や性

病の治療に も効果があると報告 されています。

しか し，ここで忘れてならないのは，北ア メ

リカ産のマ オウと中国産の漢薬マオウを混同

してはならないということです。後者には多

量のエフェ ドリン，すなわち神経に対する刺

激作用の強いアル カロイ ド塩が含 まれていま

す。 したがって，医師の指示の下 で，薬品と

してのみ用いるべ きものです。

このように，薬用植物を用いた飲料が 「熱

き飲料」か， または 「慎み…… を以て用 うべ

きもの」であるか を判断す るには，それが人

体 に及ぼす影響を考慮 しなければな りません。

多くの飲料に含まれている薬用成分はご く微

量であ り，栄養のある嗜好飲料 として用いる

こ とができます。 しか し，心身共に正 しく栄

養 を摂取 していれば，健康 を維持す るために，

薬 を必要 とするこ とはありません。

諸々の草は，「慎みと感謝 とを以て用うべき

もの」で，軽 い病にかかった 「肉体 を健かに」

す るために，主か ら与えられた ものです。 し

か し主は，正 しい知識に基 き 「人は適量にこ

れ を用いて貧 らずまたは無理に取 りて用 うべ

か らず」と警告 してお られます。(教 義 と聖約

59：17-20;89：10-11参 照)

植物の薬用成分 を長年研究 してきた医師と

して，私が特に強調 したいことは，あなた自

身や他の人々に薬 としてこれらの飲料 を勧め

ないこ とです。多 くの ものには，未知の作用

をもつ薬用成分が含まれています。民間に伝

えられて きた知識はあてにな りません。病気

にかかって薬 を必要 とする場合は，医師に相

談 して下 さい。分別のある人であれば，理由

はどうあれ，いかなる薬草 も多量に用いた り

はしないで しょう。
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「見 てごらん尋 の赤ちゃんめ くらだよ・

目がないよ。」信 じられない といった表

情の看護婦たちがまわ りを取 り囲み，新 しい

世界への旅 を終えて誕生 したばか りの紅色の

膚をした赤ん坊を見つめていた。確かに，赤

ん坊の目は見えなかった。目がないのである。

18

この世の苦難

ホ ー マ ー ・G・ エ ル ズ ワ ー ス

看護婦 をしている美 しい母親 と医学生の父親

に知 らせ なければな らないが，二人は どう受

け止め るであろうか。

私は医者であるが， 旧約聖書の記者 と同 じ

ようにこれまで何度か 「神が人の子 らに与え

て， ほねおらせ られる仕事」(伝 道3：10)を

見 てきた。そ して，神が人に与えられた難難

や苦難に，「人の子 ら」がどう対処するか をこ

の 目でつぶ さに見てきたのである。確かに御

父は私たちが苦難に遭遇 しないことを約束し

てはお られない。事実，神の約束はその反対

であ り，主は私たちに，「主は愛する者 を訓練

し……」(ヘ ブル12：6)と 言っておられるほ

どである。聖典 を研究すれば，神の友であっ

たダビデのように，神に近い人々が大きな苦

労 を負っていたことが よくわか るであろう。

ここで， その名が報難 と同意語の ように言

われているヨブのことを少 し考えてみていた

だ きたい。 ヨブは土地 を失い，富や友，息子，

娘 も失った。体中を腫れ物で覆われ， うじに

たか られ，それで も挫けなか った。妻がこの

苦悩するヨブに神 を呪って死になさいと勧め

ても，彼は信仰 をさらに堅固に持ち続けるだ

けであった。ヨブがこれほど深い信仰 と義 を

示 して も，神は彼を不幸か ら守っては くれな

かったのである。神は ヨブに対 して約束 を与

えられたが，それは私 たちに対す る約束でも

ある。つ まり正 しい選択 をし，信仰 を守 り，

戒めに従えば永遠の世で計 り知れない祝福 を

受ける とい うことである。神は苦難に遭 う彼

を慰め，死に至るまで忠実な彼を支え，守っ

て下さる。この約束は，聖典 に繰 り返 し言わ

れていることである。

救 い主は地上 におられた問に，試 され，耐

え忍ぶ ことの必要性 をた とえ話で教え られた。



砂の上に家 を建てた人 と岩の上に家 を建 てた

人の話 をし，問題が起きて，風が吹 き嵐が襲

って くると片方が壊れ， もう片方が無事 に残

っている。両者の違いは， ヨブ を支 えた信仰

の土台 と同様，何 を基 とするかである。

私たちの神権時代で も，神の友予言者ジョ

セブは数 多 くの銀難に遭 ってお られる。 リバ

ティーの牢獄で，妻子から引 き離され，何 カ

月も獄内に捕えられ，すべてを奪 われ，食事

に人肉を2度 まで も出 されたことを思い出し

ていただきたい。そしてついに天父にこっ叫

んだ。「おお神よ，汝は何所に在 したもうや。

神の隠家を蔽える大幕何所にあ りや。汝の御

手はいつまで止まり……」(教 義 と聖約121：

1-2)し か し，神 はジョセブに解放 してあ

げるとも家族のもとに帰 らせ るとも言われな

かった。ただ予言者 ジョセブ・ス ミスに，忘れ

ることも見捨てることもない，「これ皆汝に善

か らんため，汝に経験 を与えんためのものな

り」(教 義 と聖約122：7)と 約 束 されただけ

である。

御父は私たちに苦難 を免れ させ ると約束し

てはおられない。それはあの母 と目の見えな

い赤ん坊 も同 じである。あの子は愛をもって

受け入れ られ，手厚い世話 を受けた。両親は

悲痛な問題に直面 して，以前よ りも情けや思

いや りに長け，キ リス トに近い者 となった。

何年か前に結婚のための健康診断に来た若

い女性 のこ とを今で もよく覚えている。彼女

は生 まれつき片腕がなかった。彼女のカルテ

の職業欄に速記者 と記入 してあるのを見て，

私は尋ねた。「秘書をしておいでですか。」

「驚かれましたか」 と
，彼女 は返事の代わ

りに くす くす笑い出した。「片腕でも皆さんと

同 じようにタイプで きますの。物心ついた と

きか ら，母は私に障害を授かったのは私が強

くなるためであって，片腕で も両腕がある方

たちと同じようにいろんなことができなくち

ゃいけない と教えて くれ ました。 自分のハ ン

デ ィを本 当の障 害だ と思 った こ とはまだ一

度 もないのです。」以来，私はこの女性をずっ

と診察 し続けて きた。彼女はそれか ら心臓の

手術 を受け，子供 を産み，愛 をもって子供 を

育 てておられる。簸難を立派に克服 している

彼女 を見て，神は必ず喜んでおられると思 う。

ここで対照的な二つの例 をご紹介したい。

ひ とりは36歳 の女性で，名前 を仮にメアリー

と呼ぼ う。彼女に手術をした時，癌はすでに

腹部全体に広がっていた。翌朝回診すると，

彼女は真剣な面持 ちで 「癌 でしたのでしょう」

と私に聞いた。私 はため らいがちに，「はい，

そ うで した」 と返事 した。彼女が次に 「どれ

だけ生 きられますか」 と聞いてきた。私は，

正確な時期はわか らないと説明 した。彼女は

自分の質問 を誤解 しないでほしいと言い，死

ぬのが怖 いのではない と言った。

メア リーは成人アロン神権者のための学習

コー スをちょうど終 えたばか りで，特に天父

を近 くに感 じていた。「神殿に備える」という

学習コースであった。 メア リーは自分の夫の

ことや，家族3人 で 「神殿に備える」のクラ

スに出席す るようになって，教会に活発にな

った十代の娘さんの話 をして くれた。 コース

の終 りに監督から， なすべ きことを確実に実

行するな ら半年以内に神殿に行 くことができ

ると約束された とい う。メア リーの願いは，

その半年間でも生 き永 らえて，神殿に行き家

族の結び固め を受けたい とい うのであった。

「半年だけでいいか ら
，.生きていられれば，

満足 して死ぬ ことがでぎます」 と彼女は言っ

19



た。 メア リーはその半年 を生 き永 らえること

ができた。彼女は入院末期の問，普通であれ

ば痛みがひどく，大量の麻酔剤が必要なはず

なのに，全身 を冒されなが らも，いつ も苦痛

がないかのように明るか った。 メア リーには

痛み止めの薬は必要 でなかった。彼女は両腕 .

を組んで，静かに息 を引き取 ったのである。

主は，教義 と聖約42章 で次のような言葉 を

述べておられる。「およそ，われにありて死ぬ

る者は死 を味わ うこ とな し。そは死 は彼 らに

とりて甘ければなり。」(教 義 と聖約42：46)

死 を甘 くするのは，その人の天父に対する信

仰であり，信頼であ り，天父を近 くに感 じる

気持ちである。

メア リーを診察 していた同 じ頃に， もうひ

とりの患者がいた。仮に彼女 をジェー ンと呼

ぼ う。42歳 であった。彼女は メア リー と同 じ

く治癒できない癌であった。彼女は 自分が不

治の病 と知 った後，家 を出てホテルに移 り，

福音の教 えと正反対の生活をした。バー をは

しごし，酒をあお り，麻薬に手を出 した。彼

女自身の言葉 を借 りれば，「死ぬ前に何でも経

験する」 というのだった。彼女は神 を呪いな

がらわめ き苦 しんで死んだ。

教義 と聖約42章 にはこのようにも書かれて

いる。「われにあらずして死ぬ る者は禍 なるか

な。そは，死は彼 らにとりて苦ければなり。」

(教義 と聖約42：47)死 を苦 くす るのは，天

父に対す るその人の不信仰 と戒め を守 らない

ことである。

このように同 じ問題 を持つふた りに，この

ような違いが表われて くる。前者は謙遜 さ，

愛や善なるもの，美 しいものに対する理解 を

深めるために，人に試練が必要 なことをよく

知 っていた。後者は， それを理解せず，天父
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か ら遠 ざかって自分の荷や悲しみをさらに深

くしたのである。

主が私 たちをこの地上に置かれたのは，試

しを与え，問題 を課 し，それによって知恵 を深

め 自己を鍛練す るためであった。困難 を立派

に克服 してゆ くことは，永遠 である自分の人

格や精神の成長にほかならない。そして私 た

ちが円熟 し，賢 くなるにつれて， ますます神

の摂理 を完 うできるようになるのである。 も

しすべての人が障害 も回 り道もない気ままな

人生を歩む とした ら，何 という浅薄な虚弱者

に成 り果てることであろ う。ダビデは，神 は

民に求めるものを与 えられたが，彼 らをやせ

衰えさせ られたと語 っている。(詩 篇106：15

参 照)私 たちは天父の聖 なるみ前に住み，永

遠の生命 を得て主に仕えるべ く義 人となるた

めに， 自分な りに可能な限 り善い人間にな り

たい と決意 してこの地上にいる。私たちは人

生で重大な問題に出会 う時，内面の 自己を探

り， この立場にあってイエスなら何 をされる

か と考 え，た とえ一時期支払 う代価が高かろ

うとそれを実行す るのが賢明である。

私たちは 「やせ衰えた心」で御父のみもと

に帰 りた くはない。問題に見舞われた時には，

ひざまず き，それ を取 り去ってもらうことよ

りも，解決 し，克服す る力，耐 える力を求め

て神 に祈ろうではないか。確かに神は良 き目

的 を持 って，人の子らに骨 をおらせ られる仕

事 を与 えられるのである。

☆ ☆
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がね あいだ

タ ツ ドは･は り金のか きねの胴 を･
く ぐりぬ け ま し た。 コ リー 犬 の キ

ン グ も,い っ し ょにか きね を,と び こ

し がつ たいよう こがね

え ま した。4月 の 太 陽 は,キ･ン グ の金
いう け

色 の毛 なみ を,か が や カ}せ て い ます 。

｢さ あ
,キ ン グ,お い で 。｣タ ッ ドは,

ひ

そば によせ て 日ざしであたた まったそ
あたま

の頭 をな で てや りま した。 キ ン グ は,

フ ィ リップ お じい さ ん をの ぞ い て,た

しんゆう カごつこう

ったひ とりの親友 なのです 。学校 まで
や ま ちい まち

16キ ロ もあ る,こ の 山 の 小 さな 町 に は,

おな とし こ

同 じ年 ごろの子 どもは,だ れ もい ませ

ん。

タッ ドは,べ つの さ くを とび こえて

フ ィリップお じい さんのひつ じのか こ
はい ご や

いへ,入 りま した 。 ひつ じ小 屋 に は フ

ィ リップお じい さん が い ます 。｢お じい
ぐら こ や なか

さん｣そ うい って,う す 暗 い小 屋 の 中･
はい

へ,入 っ て い きま した。 す る と,お じ

い さん は うまれ たば か りの 子 ひつ じを,

み

見 て い る とこ ろ で した。 タ ッ ドは,に

っ こ りしま した。

｢あ とで
,さ わ らせ て あ げ よ う。｣そ

ほん

ういっ て,お じい さ ん は2本 の シ ャベ

き し

ル をとりあげ ました。｢気 もちのいい仕
ごと

事 じゃ ない け ど,い っ し ょに お い で｣

と言 っと,フ ィ リップ お じい さん は,

で

出 てゆ き ま した 。
と ぐち

タ ッ ドは,じ っ と戸 口で ま って いた
あ か ひ なか

キ ン グ をつ れ て,明 るい 日ざ しの 中 を

24

だ ど び

か け 出 し ま した。 ほ とん ど土 よ う 日は,

フ ィ リップ お じい さ ん と,ひ つ じのせ

わ を して す ご し ます 。 タ ッ ドは,フ ィ

リップ お じい さんが だ いす きです 。 い.

っ し ょに い る と,ほ ん と うの お じい さ

ふ建り(の鎧1翌ち

クラウディァ･レ ミング トン

i



gz

q}し翠〉誰ら4!y撃q窪。乙∠･r【レ乙

`ぞ?田
kへ週孝⊥曇一(〃〉§ρ諏11翠つ
ユマコソズユゼれ

叩自畢⊃1ゑ4翠`44つ準q留⊃1'γ》
ヨコアゑマヰ

ぞしf(4。!y吾準婁》甲寧1ズ･<美`(き
ユ

3η勲σ4コ鞠洋亀4<キ`)よへΨ孝

マ翠口⊃樟喜つ`)姻つぞしを毎よヨ ごヰ　

。鐸つ準嘉身》(7コマ(〃γ§
kへq窪`ぞ

Φ1

←コも9二←344し準4し遅¥アldる
りい

汐`⊃1胆〉身㌧導索9ア日`誰(〃激
マタいらコしみオコぽヰまし

。4り準婁)
.kへし(懇4=～

禦(〃q認Ψ`⊃14誰!1祭。4/(キ。4つ

率(ド～『診》習･『/`(理露輯ぞ湿1ぞ淫R孝
をココア

剃嘉準`寧1(1諏Ψ04つ翠つ濠･へ耳(ン

圭?(浮9孝nしo詳γ盟`宰尉ん〃
ユコ

｢。%4誹γ?(4訓1摺郭へ･腺)､
レソヰ　

し9`臼⊇!巌}しYき9::¥:qつむ(41`⊃1

きいアひゆしへ

町平ωつ9。ア4マ象母=～コq圓｣
らマきぴツゆニ　

｢。･級壱継へ･へ溜)一9漁4峯).
き

しを畔¥。(〃身G～臼尊(ン寧哨`).し
ゆこうを

堅孝9詔し)`中晩一`奉Q畔を｣
をのコソギすぼれ

｢。甲壱nγq尋マ丸へ掌1ぞコ4

∩(々婁し寧1`つ丸へ尋罪1払毛μ4暫秘つ

酵oア詳1γ9･へ母甲盈Lヘニ･へ}つ(ンコ
をのロ

`)(ン
･へ4ぞγ身4ぞ曾(払)･へ畢し`宰1

箪秘¥(〃2`魂詳。ア4》)しq｣
をアゆくへ

。マコ季辺名§`ぞ｢。(∂
<A尋(孝くへ

⊃,…E･へ･4`)の93｣写,dん4`).(義
コゆ

コ孝白郭3婁丈へ2〔1く琢へ。4コ準覧脈へ

割!γ§kへq窪`ぞ｢宇4耳喜(ンコ母q

し0(〃婁OZI4婁評〕OI`⊃ゆ羊く7｣
軍u

襯
爆

鞠

｢。翼!ソ尋¥:曇二9黛92。ア

ソる　ソキ　

翼!γ4癖),耳(ン孝:¥(〃婁09`セ}4Y
りくヘマロ

`幸瞬し準q瓢4輩工(〃マかへ∩発
｣ きマコらでうヰリ

｢。(〃4百。(〃4峯4¥`し丸へ｣Q4盃

ザきロもヘ

ユγ吾準Q4(郷字毛1(孝`甲にld･∠･〃

。4つ準耳(ゴ毛1し(汐つ鰹鰯`)
.百孝n.

ほな　を

しo畔【へ(ン喜奏`宰尉κ･4｢。詳1ソ4つ

9コ`4(摯3¥｣。認!1季(～♀Q宰IG雲1孝
ゆの

身(ぎ`〉老し§`寧rソ§･へn窪｢。(〃μ二

｢←2｣。幸罫へ払γ独4q(ン0(〃婁ね･
コ

zコ哩1町`マ(Σ宵｢。4つ季曳へ,)γぞ〉〉
ソほコザ

η翫`4溜γ昂`Ψ壽吾吾4(〃[ヨぞ蕾
締セ｢勉
`ぞ(髪*Ol耳喜宰1ω津1婁恥4(

魂4?
　

｢oア(2･字(孝`⊃1.〉享｣。鐸つ準畔

ゑ4`)よへし･へ馨ゴ'γ駆へn警ぞしを

｢oω(2喜濠コ身写1〔一丁奏`(44>劇｣

。
一臥零薬》つ4導昂←宇(〃γ

澤



義
纏

趣

､
考

蒐
鷺

∵

み いぬ

るのが 見 え ま した 。 犬 を う った ん だ,

おも はし

そ う思 って,走 っ て ゆ き ま した 。 け れ

た

ど も,す ぐに 立 ち ど ま りま した 。 お そ
かな か らだ

れ と悲 しみに,体 が うこか な くな りま
あ し め

した。 ゆ っ く り足 を は こ ぶ タ ッ ドの 目

あめ こがねい う け

に,雨 にぬ れた金色 の毛 なみが うつ り
め

ま した 。 そ の 目で タ ッ ドは,お じい さ
み あ

ん を見上 げま した。 フ ィリップお じい
かた て

さん は,タ ッ ドの肩 に手 を お き,｢キ ン

グだ っ た。 す ま なか っ た｣と,つ ぶ や

かお あめ

きました。 その顔は,な み だ と雨 にぬ
くろ

れ て い ま した。 黒 い ひ とみ は,と て も

か な しそ うで した 。

タ ッ ドは,ぼ うぜ ん として い ま した

くち なに

が,や っ と口 をひ ら き ま した,｢何 が お

こっ たの 。｣
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くも くら よる

｢雲 の あ つ い
,ま っ暗 な夜 だ っ た ん

め

じゃ。 つ い,ね む って しま っ て,目 を
いぬ み

さます と,ま きばで犬が うご くのが 見
いぬ

え た 。 そ こで,そ の犬 を うっ た ん じ ゃ

し

が,キ･ン グ とは知 らなか っ た。 きっ と
た

え さ を食べ に ゆ く とこ ろ だ っ た ん だ ろ

っ。｣フ ィ リ ップお じ.いさん は,タ ッ ド

に うで を まわ し ま した。

｢ど う して キ ン グを うっ たの
。 キ ン

し まいにち み

グ を知 っ て る じゃ な い。 毎 日,見 て る

じゃ な い。｣お じい さん の うで をふ りほ
こえ たか

ど きま した。 声 は いか りで 高 くな っ て

い ま した。

からだ

ぬ れ た キ ン グの体 をは こぶ の は,タ

ッ ドひ と りでは,と て もむ りで した 。
にぐるま

ふ た りで荷車にのせ,お じい さんが タ
いえ

ッ ドの家 までは こび ました,キ ングの
つ ち

た め に,タ ッ ドはや わ らか な 土 に あ な

車 をほ りま した
。 フ ィI!ッ プ お じい さん

は,し ず か に,そ の よ うす をみ て い ま

した 。
げつ ぴ よる

月 よ う 日の夜,フ ィ リップ お じい さ.

ん は,子 ひつ じ を もっ て たず ね て き ま

した 。 タ ッ ドは,お じい さ ん に もあ わ

ず,子 ひつ じ も うけ と りませ ん で した。

しけうか ん がつこう

その 一 週 間 は,ほ とん ど,学 校 か らか

え る と,へ や に と じこ もって い ま した 。

ゆうしポく

夕食がすみ,よ うじがすむ と,す ぐにへ
ゆ きん ぴ よる とう

や に行 き ま した。 金 よ う 日の 夜,お 父

さ ん は,タ ッ ドのへ や に きて,ベ ッ ド

曜
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ぬ り え

てんの あるば し ょを,ぬ りつ ぶす とか わいい どうぶつが

あ らわれ ます 。
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人のために

ス コ ッ ト ・ス ノ ー

舞 難 難 萎霧

慈鍮 七臨

韓 国の16歳 になるキム ●タエ.ワ ン聯1よ ・
世界中のセ ミナ リー生徒 と同 じよっに，

ルカ伝10章 の良きサマ リヤ 人のたとえ話 をす

でに勉強 していた。

彼はある朝母親に頼んだ。「お母 さん，今 日

は もうひとり分お弁当作って くれない?」 キム

姉妹は，成長が盛んで食欲が増 したのだろう

と考え， もうひ とつ弁 当を作 った「。それか ら

毎 日，彼女はふた り分の弁当作 りに励んだ。

ある日，父親のキム博士のところへ，親 し

い友人か ら電話がかかって きた。

「お久し振 りです
，キム博士。ご家族お変

わ りあ りませんか。」

「はい，みんな元気でお ります。」キム博士

は快活に答えた。

ふた りはあれこれ話 をしたが，やがて友人

の リー氏がだしぬけに言った。「いや，最近で

すが，ご家族，本当にお変わ りないのですね。」

キム博士は一瞬戸惑い，いぶかしげに言っ

た。「どうしてでしょう。何かあ りましたか」

「実は
，お宅のタエ ・ワン君が先 日街角で

新聞売 りをしているのを見かけた ものですか

ら。」

「えっ
，何です って。本当ですか。」

「確かです。それでご家族のことが気にな

って，一度伺 ってみたいと思ったわけです。」

その午後， キム博士は部屋に引きこもり，

タエ ・ワンがだれに もひと言 も言わずにその

ようなこ とをしているのはどうしたわけか と

思案 した。彼はその 日の夕食後に，息子 と話

し合 う時間 を取 りたい と思った。そして 「タ

エ ・ワン， ちょっと話 したいけ どいいかな」

とようや く切 り出した。

「いい よ
，お父さん。」

「今 日， リー さんか ら電話があったんだ。

先 日，君が街で新聞を売っていたのを見たそ

うだが，それ，本当かい?」

タエ ・ワンはおずおず と答えた。「はい，で

もクラスの友達のためだったの。お弁当を持

って来ないか ら，ぼ く， もうひ とつの をあげ

ているし。新聞一部売 ると40ウ ォン(約20円)

に なるんだ よ。」

「そうか， どうしてそんなことをしている

んだい。まず父 さんに言えばよか ったのに。」

「だって
，ぼ く，友達のために何かすると

き，良 きサマ リヤ人のようになれる気がす る

んだ。それに，ぼ く，恵 まれてない友達の役

に立ちたいんだ。ぼ くの していること，たい

したこ とじゃないでしょ。セ ミナ リーのテキ

ス トを読んで，こ うい うことをしな くちゃい

けない と思ったの。」

「『心をつ くし
，精神 をつ くし，力をつ くし，

思 いをつ くして，主なるあなたの神 を愛せ よ』。

『自分を愛す るように，あなたの隣 り人を愛

せ よ』……」(ル カ10：27)タ エ ・ワンは，救

い主のこの戒めの意味を知 っている。
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最 近・イン ドネシアの髄 部 を訪問し・ ジ

ャワ島の宣教師や会員たち と会った。そ

の後私はシンガポール行きの早朝便 に乗 るた

め，朝の6時 にチェ ックアウ トしてホテルを

出た。私は玄関に止っていたタクシーに駆け

込む ように乗ると， 国際空港に行 くように と，

言った。 ところが どうしたことだ ろうか，車

のエンジンがかか らない。バ ッテ リーが上が

っていたのである。

さてこのような場合，皆 さんならどうする

だうつか。

私は頭の中で素早 く考えた。荷物を降ろし

て別のタクシー を捜 したのでは時間がかかる

だろう。それに，客 を失って しまえば， この

運転手はが っか りす るだろうし。

私は タクシー を押 して朝の運動 をす るこ と

に した。そこでイン ドネシア人の運転手を車

内に残 して，車の後ろに回った。ところがこの

運転手が，後押 しをするオランダ人の力を過

大評価 して，十分なス ピー ドが出ないうちに

クラッチを入れて しまったか らたまらない。

車はガクンといって止まってしまった。私た

ちはもう一度試みた。今度は運よ くエ ンジン

がかか り， タクシーは大 きな音をたてて動 き

始めた。私は勢 いよ くドアを開けると，車に

飛び乗 って空港に向かった。

それから1時 間半後，私は飛行機に乗って

いた。入口で私 を出迎えたスチュワーデスは

タ ク シ ー を押 した 日

七十人第一定員会会員

ジエイ]ブ ・デイ エガー

・ 爵 攣誌

壕 藝
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こ う言った。「ここでお客様にお会いできると

は思いませんで した。お客様は，今朝ボロブ

ドール ・ホテルの前でタクシーを押 していら

した方で しょう。」

彼女の話に よると，乗務員全員がホテルの

横に駐車 してあった空港の リムジンバ スから，

その光景を見ていたそうである。そ して空港

に向か う途中，何度 もそのことが話題にのぼ

り，みんな不思議 に思っていたそうである。

「いったいどういう人なのか しら
。ボロブ ド

ール ・ホテルに泊 まるほどのお金があるのに
，

なぜ朝の6時 か らタクシーなんか押している

のか しら……」

これは伝道のチャンスだと思 った私は，紙

入れから名刺 を取 り出して言った。「私たち末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員は，人と

の触れ合い を大切 にします。」

そのスチュワーデスは正規の乗務員ではな

く，キャセイ航空の機内サー ビス指導員であ

り，香港にある乗務員訓練所 で教 えた生徒 た

ちの仕事振 りを視察するために，乗 り込んで

いるとい うことであった。それを聞いて，教

会 を紹介す る別の方法がひらめいた。「末 日聖

徒 イエス ・キリス ト教会は，世界最大の教育

機関を持っています。少な くとも200万 人の

教会員が，霊感に より与えられた資料 に基づ

いて，毎週教育 を受けます。」さらに，私が 自

分の時間の大半を使い東南ア ジア9カ 所にあ

る伝道部 を回って宣教師や教会員を教えてい

ることも説明した。

すると彼女はこう言った。「私たちが捜 して

いたのは， お客様の ような方か もしれませ ん。

飛行機旅行 に通 じた方で， どの ようにすれば，

乗客に親 しく応対することがで きるか教 えて

下 さる方 を捜 していたのです。」そこで私は，

教会の責任に支障を来さない 日であれば，無

料で香港の入門コースや補習コースで喜んで

お手伝いします よ， と答 えておいた。

私は心の中で 「何が末 日聖徒をこのように

させ るのか教える絶好の機会だ」 と考えてい

た。

香港に戻 るとさっそ く，航空会社の訓練部

長か ら連絡があった。すでにあの指導員か ら

報告が入っていたのである。私は約束をとっ

て，彼の事務所 を訪ね，2時 間ほ ど話 し合っ

た。部長は教会の事業や業績に深い感銘 を受

けたようであった。

イン ドネシアのジャカル タで， あの朝人々

の 目に触れた一教会員の姿から，将来非常に

多 くの人々にこの福音 を伝える機会が訪れる

ことを信 じている。

私たちは皆伝道する機会を与えられている。

人々は私たちの行ないを見ている。問題は，

正 しい時 と場所 を見計 らって正 しいアプロー

チ をす ることである。

もう一度次の聖句を思い出していただ きた

い。「真理のある所 を「知 らざるが故にただ真理

に遠 ざか る者…… 多ければな り。」(教 義 と聖

糸勺123：12)

この教会は，過去も現在 も，そしてこれか

ら先 も常に伝道す る教会 である。伝道活動は

宣教師だけの責任であると考えずに， あらゆ

る機会をとらえて隣人に福音を宣べ伝 えてい

ただ きたい。

福音は真実である。 イエスはキ リス トであ

る。主の教会は予言者 ジョセブ ・ス ミスを通

して回復 された。私たちは，有効 なあらゆる

手段 を活用 してこの輝 しいメッセー ジを人々

と分かち合おうではないか。
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待 合所でバスを待ってい塒 間があま帳
かったので，私は列が動 き出し，バスに乗

れるようになった時にはほっとしました。ちょ

うど列か ら空席がふたつ見えたので，私 たち

は，ユタ州のシダー ・シテ ィーか らソル トレ

ーク ・シティーまでの道の りを
，夫婦でゆっ

たりと座って行け るもの と思っていました。

弟が伝道に出るので，その前に会お うと思 っ

て出かけてきたのです。

ところが通路を進んで行 ってみ ると，そこ

には私たちの前に並 んでいた女性が座 ってい

ました。しかたな く，私たちは荷物を網だな

に載せている乗客の問をか きわけて奥へ進ん

でいきました。そこか ら2，3列 後の窓際の

席に夫が座 りました。夫は大学の勉強か ら一

時的に解放された気分で，「ベン・パー」の小説

を取 り出し，足をつっかい棒に して体 を思い

切 り伸ば して，本が読み易い姿勢 を取 りまし

た。他方，私は隣の通路側の席に掛けて，あ

たりを見わた しました。

私たちの前にふたりの女の子が座っていて，

そのひとつ前の席には彼女たちの弟 とお母 さ

んが座っているようでした。

「彼らはきっとモルモンの家族に違いない
。」

私はそう思いました。私は生 まれ故郷 のネバ

ダ州 レノ市を発った時か ら，ユ タ州の人は皆

末 日聖徒か， そうでな くても教会のことをよ

く知 っている人たちだ とい う思いをいつ も抱

いていました。 ところが，先 日開かれたステ

ーキ部大会でその考えを打ち消す ような話 を

聞か されたのです。そのステーキ部大会のテ

ーマは伝道でしたが， その中である人が，福

音を聞 くために導かれてユタ州へ来る入が大

勢いるという話 をしていました。またあ る人

は末 日聖徒が比較的に多 く住みついている社

会の中にも，だれかが彼らに真理 を紹介する

だろ うと思って何 もしないために教会のこ と

を知 らない人が大勢いると指摘 していました。

私は弟がスイスで伝道するようになってか

ら，特に伝道について深 く考 えるようになっ

ていました。その上大会での話 を聴いて，隣

人に証 を述べる責任 をます ます痛切に感 じて

いました。今度の旅行でも，荷物を詰めなが

らモルモン経を一緒に持 って行 きたいという

衝動 に駆 られたのですが，何 とかそれを抑え

て きたので した。

私は，姿勢 を少 し変えて通路の反対側 を見

ました。兄妹だ と思 うのですが，男の子 と女

の子が窓側の席の奪 い合いをしています。そ

の後ろの席では，お母 さんがふたつの席に ど
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知らない人ばかりの
バスで

エ リー ス ・リチ ンズ

っか と腰をおろして眠 りかけてい ます。

「いよいよ
，長旅だわ。」私は独 り言 を言い

なが ら， いちいち周囲のことを気にして も始

まらない と思い直 して持 ってきた雑誌 を取 り

出 しました。その本の中に旅行の時に必ず大

勢の人々 と話をして，友達になっていく人の

ことが書かれてい ました。友情はす ぐ隣の席

に座 っている人か ら始 まるとも書かれていま

した。私の良心は痛み始め ました。恐 らくバ

スの乗客の大半の人も私 と同 じように友達に

な りたい と思っているのか もしれ ません。 し

か し，恥ずか しくて自分か ら話 しかけ られな

いでいるのです。それな ら私か ら話 しかけな

くてはいけないと思いました。私は勇気を奮

い起こしました。そして先週 の扶助協会でフ

ェローシ ッピングについて勉強したことを断

片的に思い出 して気 を強 くしました。

バスの中は全 くの知 らない人ばか りなので

心配なことは心配で した。幸い私は長年子供

相手の仕事 をしていましたので， まず通路の

向こ う側 で退屈 しているふた りの子供 と友達

になれ るのではないか と思い ました。運よ く

バ ッグの中に糸があったのでそれ を切 って結

び，私の席 と，男の子の席の間の通路に身を

乗 り出しました。男の子が通路側にいたのは

席の奪 い合いに負けたか らだ と思います。私

は糸を目の前に出 して，指でいろいろな形を

作 りなが ら， あや取 りを知 っているか と尋ね

ました。男の子はあま り知 らないようでした

が，退屈 しのぎになるのが うれしかったらし

く，私たちはす ぐにあや取 りに夢中にな りま

した。

ところが難しい形になって くると，私 もわ

からないことが しば しばあ りました。す ると

私 の前にいた女の子が助け船を出して くれ，

さらに妹 までも身を乗 り出してきました。男

の子の妹 も，最初は興味がなさそうに してい

たのですが， いつの間にか私たちのすること

に じっと見入っていました。

その うち，私たちはいつの間にか自己紹介

をし合 うようにな りました。ジャネッ ト(あ

とで末 日聖徒 だということを知 ったのです)

が非教会員のジョンに別のあや取 りを教えて

いたので，私は彼らにも糸を切 って渡 しまし

た。お しゃべ りをした り，遊んだり，私たち

は もう他人ではな く友達で した。ジ ョンは，

妹 のエイプ リル とラスベガスからニュー ヨー

クの親戚の ところへ行 くところだと教えて く

れました。

あや取 りに飽 きてくると，「私は何 という動

物でしょう」 とい うゲームをするこ とにしま

した。最初に私が何かの動物 を頭の中で考え，

みんなが 「はい」「いいえ」で答えられ る質問

をして， その動物を当てるのです。スザ ンヌ

が正解 を出したので次はスザ ンヌの番です。

カンガルー というのが正解 でした。彼女は，

お兄さんがオース トラリアへ伝道に行 く召 し

を受けたばか りなのでカンガルー を選んだ と

説明して くれました。

「スザンヌも私 と同 じことを考 えているん

だわ」 と，私は心で叫びました。味方がいた

のです。私のほかにも，伝道の精神でフェロ

ーシ ップを心がけ
，私よ りも先に実践 してい

る人がいたのです。'もしか した ら，彼女は私

が非教会員だ と思って，福音に興味を持たせ

ようとしたのか もしれ ませ ん。私は， 自分の
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弟 もす ぐに伝道に出る予定だ と話 しました。

ジョンは伝道 というのが何だかわからない様

子でしたが， とにか く次は彼が何か動物の名

前を考える番です。ゲームが再び始め られ ま

した。

「あ一あ
， また絶好の機会 を逃 して しまっ

た。」私は心の中でつぶや きました。しか し5

時 間の旅だか ら， またチャンスが巡 って くる

だろうと気 を取 り戻 しました。 そして，もう少

し自分から友達になるべ きだ と思ったのです。

それか ら数分 も経たないうちに，私たちの遊

びがあまりににぎやかなものですか ら，バス

の中の他の人たちも注 目し始め ました。前の

席に座っている男の人まで も振 り向いて，バ

スの後方でにぎやかに楽 しんでいる私たちを

見てにこにこしていました。

非教会員のジョンとエイプ リル，そ して彼

らのお母 さんの3人 は，ゲームがほん とに楽

しそうでした。わか りに くい動物 を選ぼ うと

懸命になっているふた りの子供の様子 を，お

母 さんは時折 シー トの上か ら見て笑っていま

した。ゲームはなかなか終わ りそうもあ りま

せん。そしてジャネ ットとスザンヌの弟のラ

ルフまでも可愛いことを言ってみんなを笑わ

せ るのです。

再びエイプ リルに川頁番が回って きました。

今度は コア ラの名前が 出て，再 び オー ス ト

ラリアの話にな りました。「チ ャンスだわ。」

心の中でささや く声が しました。みんな もこ

のゲームに少 し飽 き始めていたので，ちょう

ど良い機会の ように思われ ました。さあ，ス

ザンヌ話 してちょうだい。私は心の中でそう

叫んでいました。スザンヌはこれまで何度 も

やってきたのだか ら，今度 は私が 友達 に福

音 を紹介す る番だ と重々承知 しているにもか

かわらず， そう言っていたのです。

「私にはで きない
。みんなが聞いている。」

何かを言い出そうとするのですが，思いが定

まりません。 しかし， しばら くしてこ う思 う

ようにな りました。「とってもいい機会 じゃな

いの。私が切 り出せば， きっとスザ ンヌも助
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け て くれるわ。いえ，それよ りも夫は帰還宣

教師だから，立ち上がって堂々 と説教 をして

くれるかもしれない。そして，お客さんたち

はみんな， 自分の町へ帰ったらす ぐにで も宣

教師のレッスンを受けに行 くか もしれない。」

私は何 とか勇気を振 りしぼって話 し始め ま

した。ジョンとエイプ リルはニューヨークへ

行 くところでしたので， クモラの丘を見たこ

とがあるか尋ねました。聞いたこともないと

い う返事で した。「それなら，フィリップ」と

思 って夫 を見 ましたが，夫か らは何の助け も

返 ってきません。ただ本を読みふけっている

だけです。スザンヌも何 も言って くれません。

自分で何 とかするしかあ りませんでした。

私はモロナイ とジョセブ ・ス ミスの話 をし

ました。持 っていた聖典 を見せて，モルモン

経 という題字 を読んでもらいました。それか

らモルモンが どうい う人か を話 をし，なぜ 人

人か ら 「モルモン」 と呼ばれるかについて少

し話をしました。それから，ジョセブ ・ス ミ

スの話 をしました。それはちょうど昔教 えて

いた時に子供たちにお話 をしたの と同 じで，

思ったよりずっと簡単でした。バ スの乗客た

ち，特にジョジとエイプ リルのお母 さんが話に

耳 を傾けて下さっていました。話が終わるとジ

ョンが こう尋ね ました。「でも，どうしてそれ

が本当だ とわか るの?」 私は待っていました

とばか り，ジ ョセブ ・ス ミスと同じように天

のお父様に尋ねてみればわか ると答えました。

私たちはそれか ら，祈 りについて少 し話 し合

いました。夫 を見ると，夫は私 ににこっとほ

ほえみかけました。私の しているこ とを始め

から終わ りまでずっと見ていたのです。

何 もか もうまくいったようです。バスがプ

ロボに入った時には神殿を教えてあげ ました。

スザンヌはソル トレー ク ・シティーに入った

らソル トレー ク神殿 とモロナイの像 を見せて

あげる と約束 しました。(私 たち夫婦 はその

前の停留所で降 りることになっていたからで

す。)私 たちも興奮気味で したが，彼 らもすっ

か り興味 をそそられた様子で した。



バ スはプロポで10分 間休 憩しました。私は

心の中で，「どうか，モルモン経が手に入 りま

す ように」 とお祈 りしました。そ して席 を立

ち，急いでバスか ら降 りて本 を売っている所

を捜しました。 しか し，書店は一軒 もあ りま

せんでした。 ところが，店先の状差 しにだれ

かが置いて行った，古びたモルモン経が一冊

入っていました。少 し端がめ くれてはいます

が，私が家に置いてきたの と同じ明るい青色

のモルモン経です。私が店員にそれを売って

下 さいとお願いする と，店員はその本 をただ

で譲って くれ，跳ぶようにしてバスに乗 り込

む私をじっと不思議 そうに見てい ました。

私はその大切 な本の内側に，新 しい友人た

ちに贈 る短 い文 を書きました。それにジャネ

ットとスザ ンヌ と私がサインをして住所を書

き込み ました。5歳 の ラルフ も， 自分は大 き

くなった ら伝道に出るのだと言ってサ インを

しました。そのプレゼ ン トをみんなで箱に入

れて包み，私のバ ッグの中にあったカラーペ

ンで絵 を描 きました。

プ レゼ ントの用意はこっそり，すばや くす

るつ もりで したが，停車時間が終わってジ ョ

ンとエイプ リルがお母 さんと一緒にバスに戻

って来た時には， まだ包み始めたばか りでし

た。子供たちはさっそ く何だろ うか と寄って

きましたが，お姉 さんたちがだれかにすてき

なプレゼ ン トを用意 しているのよとだけ答え

てお きました。彼 らは自分 たちの席に戻 りま

したが，はっきりと教 えてもらえなか ったの

が，ち ょっぴ り不満だったようです。そこで

私は，子供 たちに話 しかけ，お姉さんたちが

今包んでいるけど，あなたたちだったら， ど

んな色が好きですか， と尋ね ました。

包みをこの求道者たちと友達 になるきっか

けとなったあの糸で しば りました。そして私

たちみんなか らのプレゼン トとしてそれを差

し出したのです。ジョンとエイプリルは眼を

輝かせ，お母 さんは感激 していました。彼ら

は今，初めて金版の物語 を手に したのです。

バスはいつの間にか停留所のす ぐ近 くまで

来ていました。モルモン経 をプレゼン トして

か らほんの数分後で した。予期 していた長旅

も， これほど温かい気持 ちが芽生えてきた今

となってみれば，本当に短 く感 じられます。

私 はすがすが しい気持 ちで した。小さな宣教

師たちも同 じ気持 ちだった と思います。まさ

に 自分たちの手で土壌 を整え，種 を播いたの

です。希望に満ちた別れだ といって しまえば，

そ うですが，やっぱり別れはさびしいもので

した。

私は夫と一緒に走 り去 って行 くバスに向か

って手 を振 りました。ジ ョンとエイプ リル，

そしてお母 さん，お父さんが 白い服に身を包

んでバプテスマの水に入るのを待 っている姿

が頭に浮かんできました。いつか， きっと教

会貝になると思います。その時，私はバスの

中でみたまに導かれて伝道 したことをうれし

く思 い，心に温かいものを感 じるに違 いあ り

ませ ん。そして，今度，旅 をす る時は，必ず

モルモン経 を詰めていこう!私 はこう自分に

言い聞かせ るのです。

鐸
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戒めを守 りなさい

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

私 は少年の頃・主の戒めを守 ることの大切
さをときどき疑いました。例 えば，什分

の一の額があまりに少ないので，主には自分

のそんな什分の一が本当に必要なのか と考え

ました。また，安息 日を聖 くすることが どれ

ほど大事 なことか，疑問に思 った りもしまし

た。もちろん，主が私の従順 さやお金を必要

とされているのではな く，主の戒めに従って

得られる霊の成長や祝福 を受けるために，私

の方こそ戒め を守 ることが必要なのだ とい う

ことは，あとになってわか ったのですが。

私は11歳 の時に，初めて新聞配達 の仕事 を

しようと思 いました。 ところが新聞配達は12

歳以上 とい うことで，11歳 になったばか りの

私はまるまる1年 早かったのです。それでも

立派に働けることを大人にわかって もらおう
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とがんば りました。そして，父の応援：もあっ

て， ではやってみてもらお うというこ とにな

ったのです。

私が新聞配達 とい う大仕事 をきちん とや り

遂げることができたのは，少年の私 を主が祝

福 して下さったか らだ と思います。新聞配達

は私にとってためになる仕事で した。年若い

うちか ら，集金やお金の普理やいろいろな人

との接 し方や購読の勧誘の仕方などが学べ ま

した。収 入の10分 の1は ，いつ も喜んで主に

捧げていました。

5年 間そうして新聞配達 をしたあ と，16歳

の時に，副主任になって町中の新聞少年の監

督 をしてほ しいと配達主任か ら頼 まれ ました。

これには少々びっ くりしましたが，若い自分

に とってたいそう名誉なこ となので，私 は主



に心か ら感謝 しました。これは， さらに 自分

が成長 してひ とまわ り大き く・なるために，主

か ら与 えられた祝福 だと思 ったか らです。

私は副主任 として2年 間働 きましたが， あ

の時受けたチャレンジは決 して忘れられませ

ん。当時私は什分の一 をきちん と欠か さず納

めていて，什分の一の原則を確かに信 じてい

ましたが，証はまだまだ小 さい ものでした。

仕事 を終えた土曜 日の午後のことでした。

配達主任が， さっそ く翌 日か ら私に 日曜の朝

に も仕事 をして もらいたいと言 うのです。配

達主任 は不活発でしたが教会貝なので，私が

良い返事 をしないだろ うということは知って

いました。そして彼は，神権会 と日曜学校 は

出席できないとして も何 とか別の集会には出

られ るだろうか らたい したことではないで し

ょう， と言 うのです。そして， 日曜 日に働 く

ことについて私の気が変わるように，給料を

3割 増 しにす ると言って しき りに誘 うので し

た。

その言葉に強烈に引かれたことを覚 えてい

ます。でもそれに対する返答 もよ く覚 えてい

ます。「日曜 日には ど うして も働けないんで

す。」

配達主任は，「そうかね。日曜 日に働 いても

らえなければ，別の副主任を捜す としよう」

と言いました。

その 日，私は沈んだ気持ちで店 を出ました。

教会のためになぜ職 を失わなければならない

のですか と主に尋ねたことを覚えています。

伝道資金 を貯めるために一生懸命働いてきた

のに， 日曜 日に働かなければ仕事 をやめ させ

られるなんて。

私は父に相談 しました。父はただ，「君 なら

正 しいことができると思 うよ。何 であろうと

ね」 と言っただけでした。私は 自分で決心 し

なければなりませ んで した。私は，今の私に

対す る主のみこころを知 る以外にその解決法

はない と感 じました。

次の土曜 日，私は主任の所へ行 き， 日曜 日

にはやは り働 きません と告 げました。すると

主任か ら，そ うい うことな らあ と1週 間限り

で副主任は クビに して，代 わ りに 「喜んで働

く」少年 を見つけると言われ ました。

その 日，私はあ と5，6日 で職 を失 うと思

いなが ら重い気持 ちで帰宅 しました。伝道 ま

でまだ1年 もあり，資金は足 りませ んで した。

その週，私は何度 もお祈 りをしました。

それからの毎 日は仕事 をしていて非常に長

く感 じられ ました。主任 とはほ とん ど話をし

ませんでした。最後の 日となる土曜 日をただ

待つだけでした。

とうとう金曜 日にな りました。夕方仕事 を

片付けていると，主任がや って きて幾分感情

的にこう言いました。「ジー ン，君の している

ことは正 しいよ。 日曜 日に働 いてほ しいなど

と言ってす まなかった。日曜 日でも働 く男の

子が見つか るには見つかったが，やっぱ り君

に副主任をしてもらいたいんだ。安息 日には

働か な くてもいい。給料 を3割 増しにするよ。

君は立派な少年 だ。」

その とき胸に込み上げた感謝の気持 ちを，

私は決 して忘れることができません。その月，

什分の一を余分 に納め， 日曜 日の責任 を心 を

込めて果たした気持 ちは，いつ までも忘れら

れないと思 います。

主は，たとえ少年 でも天の祝福 を豊かに注

いで下 さいます。収入の什分の一 を納めるこ

とや安息 日を聖 く守ることの大切 さを，教 え

て下さいます。主の戒めは，どんな犠牲 を払

って も守るだけの価値があ ります。
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歴史に残る末日の予言者の説教

啓示とあなた

ハ ロル ド ・B・ リー大管長

第11代 大 管 長 ハ ロル ド ・ビ ンガ ム ・リー は，

1899年3月28日 に ， サ ミュ エ ル ・マ リオ ン ・

リー とル イザ ・エ メ リン ・ビン ガ ム の 息子 と

して ， ア イ ダ ホ州 ク リフ トン に 生 ま れ た 。

1941年4月10日 に ， ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン

ト大 管 長 よ り使 徒 に聖 任 され ，1970年1月23

日 に 十 二 使 徒 定 貝会 会 長 と して支 持 され た 。

同 じ 日，70歳 に して ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ

ン グ ・ス ミス大 管 長 の 第一 副 管 長 に 召 され た 。

そ して3年 後 の1972年7月7日 に 第11代 大 管

長 とな っ た リー 大 管 長 は ， 大 管 長 と して1年

数 カ 月務 め ，1973年12月26日74歳 で 他 界 した。
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十 二使徒評獺 会のジ・ン'A● ウイッツ
オー長老は， ある時ステーキ部役員 との

集会の模様 を次のように話 して くれた。その

話 し合いの中である人が ウイ ッツオー長老に，

「ウィッッオー兄弟
，教会が啓示を受けたの

は最近ではいつですか」 と質問した とい っ。

す ると長老は考 え深そうにあ ごをこす りなが

ら，こう答 えた。「そ うですね。多分先週の木

曜 日でしょう。」 ウイッツオー長老は毎 月第一

木曜 日に開かれる大管長会 と十二使徒定員会

の集会の ことを意味 していたのである。

聖典 の中には次の聖 句が繰 り返 し言われて

いる。「耳のある者は聞 くが よい。」(マ タイ11

：15)私 たちのだれもが，聞 くべ きすべての

ことに耳を傾 けられるよう祝福 されているわ

けではない。

このようなこ とがあった。主が十字架上の

苦 しみ をお受けになる直前のこ とである。主

が宮にいると，群衆の中にいたギ リシャ人た

ちが， このように騒 ぎたてられてい るイエス

にぜひ会いたいと言って きた。す ると主は，

聖 なる地にひざまず き， この時から自分 を救

って下さるように と祈 りを捧げ，「父よ，み名

があがめ られますように」と言われた。する

と答えがあった。「わたしはすでに栄光 をあら

わした。そして，更にそれ をあらわすであろ

う。」(ヨ ハネ12：28)そ れ を聞いて雷がなっ

たのだという者もいれば，み使 いが話 しかけ

たのだ という者 もいた。この ように，聞 く耳

を持ちながら聞か なか った者 もいるのである。

また，パウロの改宗の時の出来事 を思い出

され るであろう。彼はダマスコにいる聖徒 た

ちを迫害するため に添書 を携 えてダマ ス コ

に向かっていた。彼が光に打たれて目が見え

な くなったこ とは皆様 よく御存 じのはずであ

る。その時天か ら声が聞こえた。「サウロ，サ

ウロ，なぜわたしを迫害す るのか。」(使 徒9

：4)パ ウ ロはその時のこ とをこう話 してい

る。「わたしと一緒にいた者たちは，その光 は

見たが，わたしに語 りかけたかたの声は聞か

なかった。」(使 徒22：9)彼 ら もまた，耳を

持 ちなが ら何 も聞かなかったのである。

私たちの中には，義 しい生活 を送っていな

いために，神が語 られる永遠のメッセージを

理解できない人々が大勢いる。 しか し， もし

私 たち一人一人が神の戒めに従い，ふさわし

い生活を送ることを決意す るなら，私たちの

内に驚 くほ どの変化が もたらされ，私たちは

目に見えない世界か らのメッセー ジを聞 くこ

とができるだろっ。

数年前私がステー キ部長 をしていた時のこ

とをお話 したい と思う。

それは悲しむべ き出来事 だった。ある家族

持 ちの兄弟を， 美しい若い女性に暴行 を加 え

たか どで，高等評議員会およびステーキ部長

会に召喚 しなければならなかったのである。

徹夜同然の会が終わ り，破 門に処す るという

結論 を得た後，私は重 い足取 りで事務所へ と

向かった。す るとそこには，その兄弟の兄だ と

名乗る男がいて，こう言った。「言っておきま

すが，私の弟はあなた方が言うようなことは

何 もしちゃい ませんよ。」

私は尋ねた。「なぜそう断定 できるのです

か。」

「祈 ったんです よ
。主は弟は無罪だ と教 え

て下 さったのです。」

私は彼を事務所に招 き入れ， こっ言った。

「立 ち入ったことになるかもしれ ませんが，

私の質問に答えていただけますか。」

「ええ， どっぞ。」

「お幾つでいらっしゃい ますか。」

「47にな ります。」

「神権の職は何ですか。」

彼は教師だと思 う， と答えた。'

「知 恵の言葉 を守っておいでですか。」

「いいえ。」タバ コを吸っていることはす ぐ

わか った。

「什分の一 は納めていらっしゃいますか。」

「いいえ。」彼は， あいつが第32ワ ー ド部の

監督をしている限 り納 めない，と言った。

私は言った。「神権会に出席 していらっしゃ

いますか。」
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彼は答えた。 「いいや。彼が監督をしている

限 りは出ません よ6」，

「聖餐会にも出ていらっしゃらないのですね
。」

「はい。」

「家族の祈 りは しておられ ますか
。」

「い、いえ
。」

「聖典 は勉強 して らっしゃい ますか
。」

目が悪いからなかなか読めない とのことだ

った。

そこで私は言った。「私の家 にはラジオとい

うすばらしい道具があ ります。 どこも故障が

なければ， ダイヤルを合わせるだけで遠い所

で話 したり歌ったりしている声が聞こえるん

ですよ。時には地球の裏側の声 も， まるで私

の家にその人がいるかのように。でも，長い

こ と使 っていると，真空管 という部品がだん

だんだめに なって き ます。1本 だめになる

と音声ははっきりしな くな ります し， もう1

本 や られ るともういけません。野球放送な ど

聴いていると，一番いいところでプツンと消

えて しまったりしますか らね。そ してそのま

ま放ってお くと，見た感 じは全 く変わ りない

私 には信 じる心 が ある。 それ は子供 の時に

得 た小 さな証 の上 に築か れ た もので ある。

……見 えな い とこ ろか ら語 りか けて くれ る人

が いるこ とを知 ったの であ る。私 は その声 を

聞 いた。

5歳 当時の リー大管長

のですが，中味は全然違って しまって，スイ

ッチをひねって も何 も聞 こえな くなるんです

よ。」

「さて」私は続けた。「あなた も私 も，今話

したラジオの真空管に相当す るもの を体の中

に持っています。『聖餐会 出席』真空管， 『知

恵の言葉』真空管，『什分の一』真空管，『家

族の祈 り』真空管，『聖典研究』真空管 などと

呼ばれるものです。そして，その中で一番大

切な働 きをす るのは 『道徳的に清い生活 をす

る』真空管です。 もしもこれ らのひ とつでも

だめになると，すなわち戒め を破 ると，私の

家のラジオが遠 く離れた所の電波 をキャッチ

できなかったような状態が，私 たちの霊に起

こるのです。」

私は言った。「さて，パイオニアステーキ部

の中で最 も立派な人々が15人 ，昨晩共に祈 り

ました。そして証言を聞いた彼 らは，口をそ

ろえて，あなたの弟 さんは有罪だ と言ったの

です。 しか し，戒めを全 く守っていないあな

たが神に祈 って反対の答えを受けた。どう説

明 しますか。」

彼の答えは典型的なものだった。「リー部長，

私は間違 った ところか ら答えを得ていたよう

です。」おわか りの ように，これ こそ偉大な真

理である。私たちは従 うところのものか ら答

えを受ける。悪魔の戒めに従えば悪魔か ら答

えを受けるし，神の戒め を守れば天父か ら導
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きと指示 を受けるのである。』

私はブリガム ・ヤング大学で，J・ ルーベ

ン ・クラー ク ・ジュニア副管長か ら，霊感あ

ふれる説教 を聴いたことがある。彼は様々な

種類の啓示 を分析 している人だった。彼は最

初 に神の顕現 について話 し， それが御父また

は御子あるいは御二方が実際にみ姿 を現わ さ

れること，あるいは直接人に語 りかけ られ る

ことと定義 している。モーセは主 と顔 を合わ

せて語 り， ダニエルは神の現われ，すなわち

個人的な訪れ を受けた。主がバプテスマのヨ

ハネか らバプテスマを受 けた時，天か ら 「こ

れはわた しの愛す る子，わた しの心にかなう

者である」(マ タイ3：17)と い う声が したの

をよく御存 じだろう。先に申し上げたパウロ

の改宗 にあって も，神のみ力が現われはっき

りとした声が聞こえた。 また変貌のあった時

も，ペ テロ，ヤ コブ， ヨハネは主について高

い山に登 り， そこでモーセ とエ リヤに会い，

またも天か ら声 を聞いた。「これはわたしの愛

する子， わた しの心にか なう者である。」(マ

タイ17：5)

私 た ちの時代におけ る最大の顕現は何 と言

って も，森の中で御父 と御子が予言者 ジョセ

ブ ・ス ミスにみ姿 を現わされたことであろう。

それ以来，幾度か顕現があった。そのひ とつ

は救い主がジョセブ とオ リヴァに現われたこ

とであ り， それは教義 と聖約第110章 に 記さ

れている。

私には信 じる心がある。それは子供の時に

得た小さな証の上に築かれたものである。子

供の頃私は父に連れられて，家か らかな り離

れた農場に出かけ，父が仕事 を終 えて帰 る時

まで独 りで遊んでいた。棚越しに古い小屋が

あ り，それは私の冒険心 をかき立てた。柵 を

越えようとした時，私の名 を呼び，「あそこへ

行ってはいけない」 とい う声を聞いた。父で

はないか と思ってふ りむいたが，父の姿はな

い。あた りには何の人影 もなかった。その時

私は子供心に，見 えないところか ら語 りかけ

て くれる人がいることを知 ったのである。私

はその声を聞いた。

私 たちが啓示 を受けるもうひ とつの方法は，

予言者 イノスが語っている方法である。イノ

スは森へ行 って，主か らみ業 を進め，記録を

つけるように命 じられた後，次のような非常

に重要 な言葉 をモルモン経の中に記 している。

『私がこのように精神 こめて祈っている中に，

……主の御声が私の心に聞えて仰せになった

……』(イ ノス10)言 い換えると，私たちは時

時主の声が私 たちの心の中に聞こえるの を耳

にす る。そしてその声が聞こえると，その印

象は主がラッパ を私たちの耳 もとで吹かれた

のではないか と思われるほどに強いのである。

私 はこの ことでささやかな証を申し上げた

い。ある時私は助けを必要 としていた。ある

重要 な使命 を帯びていたか らである。主は私

が助け を必要 としていることを知 ってお られ

た。私は朝突然目がさめた。それは私が反対

の方向に計画 していたあることを正すために，

だれかが私 を起こしたような感 じであった。

その朝私が横になっていると目の前にはっき

り(次 の朝何 をし，何 を言うべ きかについて)

示 された。だれかがベ ッドの端にすわって私

に何 をなすべ きかを教えて くれたかのように

はっきりしていた。

私 たちは主の教会「の一員 として，聖霊の力

に よって個人的な啓示 を受けることができる

のである。主は教会初期の時代に，予言者ジ

ョセブ・ス ミスに次のように言われた。「然 り，

見 よ，われ今汝に来 りて汝の心の中に留るべ

き聖霊によりて汝の智 と情に告げんとす。そ

もそも，見よ，これは啓示の 『みたま』な り。」

(教義 と聖約8：2-3)予 言 者ジョセブ ・

スミスは こう述べている。「聖霊 を受ける人は，

いかなる人でも啓示 を受けるこ とができる。

聖霊は啓示 を与える御方である。」(T6α6雇η8ε

6ゾ漉θPzoρ加'ノosθ助5窺 ガ漉 「予 言者 ジョセ

ブ ・ス ミヌ、の教 え」p.328)

ここで話 を末 日聖 徒 と関連づけてみたい。

すでにバプテスマ を受け弓権能 を有す る者か

ら按手礼 を受け，「聖霊 を受けよ」と告げられ
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ていなが ら， まだ聖霊のみたまによる啓示や

その人に約束 されている聖霊の賜 を受けてい

ない人がいる。これは極めて重大なことであ

る。予言者ジョセブ ・ス ミスが，啓示につ い

て述べている言葉 を引用 しよう。

「人は啓示のみたまに近 くあることを感じる

とす ぐさま恵みを受け る。例えば，純粋な英

知が流れ込んだ と感 じる時，あなたは純粋 な

英知が突然のひらめきを与 えるの を感 じるで

あろう。それに気づ くと，その 日あるいは間

もな く，その啓示 されたことが実現 されるの

を知 るであろう。すなわち，神のみたまによ

って心に示 された事柄は実現す るのである。

このように神のみたまを知って理解す ること

により，あなたは啓示の原則の中にあって成

長 し，やがてイエス ・キーリス トの うちにあっ

て完全な者 となるのである。」(同上，p.151)

では，あなたは何に関して啓示 を受けるこ

とができるのだろうか。聖霊 を受 けたすべて

の教会員が啓示 を受け られ ると聞いて，あな

たは驚 くか もしれない。しか し，大管長 に代

わって啓示 を受けた り， 自分の属す るワー ド

部やステー キ部，伝道部の諸事に関する啓示

までも受けた りすることはない。すべての人

は，その責任の範囲内において，聖霊よ り啓

示 を受ける権利を持 っているのである。

だれもが， 自分 自身に関 して， 自分の子供

の育て方，仕事の管理， 自らの行動について

これらの賜 と特権 を行使する権利を授か って

いる。この啓示 と霊感のみたまによって，す

べてに賢 く聡明に， また義 しくあるこ とは人

に与えられた権利である。私は， これが真の

原則であることを知っている。このこ とを末

日聖徒たちにわか っていただきたいと思ってい

る。私たちはこの突如 としてもたらされ る聖

霊の導 きに聞き従 うようにしようではないか。

もしそれらに耳 を傾けるなら， このようなみ

たまの導きに対 して私 たちの耳は さらに敏感

になり，啓示のみたまを一層受けやす くなる

であろう。

啓示が下される方法 として， もうひとつの
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方法がある。それは夢である。 と言って も，

私は見 る夢すべてが主か らの直接の啓示であ

ると申し上げるつ もりはない。 しか し，私 た

ちの中には，夢が何の 目的 もないものである

と軽視する人がいるようである。 しか し，聖

典 の各所には，主が夢によってその民に導 き

を与 えられた出来事が記 されている。

この ことについて，パーレー ・P・ プラッ

トは次のように述べている。

「あらゆる時代 あらゆる神権時代 にあって
，

神は夢 という手段 を通 して人類に大切な導 き

ハ ロル ド ・B・ リー 大 管長 は19歳 の 時
，

正 式 な教 育 者 と して の第 一 歩 を踏 み 出

した 。 この 時 す で に， 彼 はア イ ダ ホ州

で小 学 校 の校 長 を2年 間 も務 め て い た

の で あ る。



と警告 を与 えてこられた。人が眠 りに陥 り，

肉体 の活動が静 まり，精神の緊張がほ ぐれて

無意識 な状態になった時，霊的な感覚が ある

程度 まで解放 されてその機能 を果たし，天上

の世 界の記憶や前世での懐か しい光景 をおぼ

ろげに思い出すのである。

そこには，彼 らと血縁関係にある霊たちが，

この上な く深い愛 と心配の気持 ちを寄せ なが

らさまよっている。そ して相互の純粋な永遠

の愛に包まれて，霊は霊に交わ ㌦ 思 いは思

いに応え，魂 は魂 に融合するのである。この

ような状態の中で，霊体(私 たちに霊 を見る

ことがで きるとすれば，霊にも目や耳， 口が

あ ることがわか るであろう)は ，神 と言葉 を

交わ し，天使や完全 な者 となった人の霊 と交

わるのである。」私たちが，知識 を重視す るあ

ま り目に見 えない とこ ろか らの力 を軽視 す

る という域 を脱す ることができるな らば，啓

示 として私 たちを導 く夢を見 ることもで きる

のである。

神の啓示はすべての知識を判断す る際の基

準 となるものであ り，啓示 と一致 しないもの

は，真理でないことを私たちは知 るこ とがで

きるだろう。

私は，天使に近 く生活 している人々 と席を

同 じくす る者のひとりとしてここにいる。私

は毎週大管長会と十二使徒評議貝会の前に持ち

出される事柄 を見ている。そしていろいろな

決定が下 され るわけであ るが，その基準は理

屈 ではな く，心に感 じたこと，つ まり決定が

下 された後に，見守 りと導きを与 えるために

天か ら送 られた指示であることを確信す るか

どうかである。

重要な決定が下 された後に，大管長の 口か

ら 「兄弟たち，主がそ う言われています」 と

い う言葉 を聞 くことは，実に感動的なことで

ある。

私たちのすべてが努めなければならないの

は，主の戒め を守 り，主が私たちの祈 りに答

えて下さるような生活をすることである。私

たちがふ さわしい生活を送るな ら，主は個人

的な顕現によって， あるいは実際に語 りかけ

られることに よって， また私たちの心にささ

や きかけ られた り，霊に何 らかの働 きかけを

された りして，私たちを導 いて下 さるであろ

う。私 たちを特に慰め るために，永遠の素晴

らしさを明らかにし，警告や導きを示す夢 を

主が与 えて下さるとすれば，それほ ど喜ぶべ

きことはない。確かに，私 たちがふさわ しい

生活をす る限 り，主は私たちの救い と幸福の

ために導 きを与えて下 さるであろう。

謹んで証 申し上げたい。私はみ声 と啓示の

力によって，神が存在す ることを知 り，理解

している。

大会か ら1週 間ほ ど後のことであった。私

はラジオ放送のために救い主の生涯に関す る

話 を準備 しようと，救い主の生涯や十字架上

私たちのすべてが努めなけれ ばな

らないのは，主の戒めを守 り，主が

私たちの祈 リに答えて下さるような

生活をすることである。

の刑，復活などの出来事 を繰 り返 し読んでい

た。その時，主が確かに生 きておられるとい

う証 を得 たのである。これ らの出来事が単に

記録に とどまらず，あたか も自分が実際にそ

の場にいるかのように， その光景 を眺めてい

たのである。私は， これが生ける神の啓示に

よる ものであることを知 っている。

私は，この教会が今 日啓示に よって導かれ

ている教会であることを，へ りくだり証申し

上げる。聖霊 を受ける恵みにあずか った人で

あればだれでも啓示を受け る力をいただいて

いる。神の助けがあって，私たちが いつ も義

しい生活をし，忠実な者の祈 りに答えて下 さ

るよう祈 っている。
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効果 的 な ・

伝 道活動

スペンサー ・W・ キンボール大管長

効果的な伝道活動の理想の姿は，教会員が求道者 を見いだし，

専任宣教師が教 えることである。この方法 をとれば，従来の伝

道に関する多くの問題は解決す るであろ う。会員が求道者 を見

つけ，一人一人がフェロー シップに関心 を持つな らば，途中で

来な くなる求道者はほとんどいない し， またそのような会貝の

愛 を受けてバプテスマ を受けた人は，後々も積極 的に主のみ業

に参加す る。 このように会員が主体 となって伝道 した場合の も

うひとつの利点は，た とえたまたまの交流ではあって も，モル

モンが特別な健康法 を持っていること， 日曜 日は教会で過 ごし

魚釣 りや ゴルフには出かけないこと， さらには教会のプログラ

ムに対 して喜んで寄与 していることを，求道者がいち速 く感 じ

ることである。

私たちの 目標は，将来バプテスマ を受けて神の王国に入る霊

的な備えのできた天父の子供たちをできるだけ早 く見いだす こ

とである。その最 も良い方法は， あなたの友人，親戚，隣人，

知人を早 く専任宣教師に紹介す ることである。長 い期間フェロ

ーシップす る必要 もなければ，絶好の時を待つ必要 もない。必

要 なのは，彼 らが選民であるか どうかを見分けることである。

「わが選民はわが声 を聞き
，その心 を頑固にせ ざればなり」(教

義 と聖約29：7)と あ るか らである。彼らが福音を聞 き，福音

に心を開 くか どうかはす ぐにわかる。 もし彼らが耳 を傾けず，

その心が頑 固で，疑いを持 った り否定的な意見を述べた りする

ようであれば， そういう人はまだ準備ができていないのである。

しか しその場合 も，引き続き彼らに愛 を示 し，フェロー シップ

の手を差 し伸べて，次の機会 を待つようにしなさい。そ うすれ

ば彼 らの友情 を失 うこ とな く，一層の尊敬 を得 るようになるで

あろう。

(『隣人を警むる責任あり』「聖徒の道」1977年11月 号，p.559よ り)
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地域 ニ ュ ース

日本教会歴史編纂委員会

組織 される

1979年11月9日,田 中健治長老 が 日本教 会歴 史編纂委 員会委 貝長 と

して召 され ました。

証 あかし

福音にそった作家生活
辱

東京第6ワ ード部

稲 村 直 彦

私は 日本の教会員の中で,小 説 を書いて生

計 を立てている,数 少ない専業作家のひ とり

であろうか と思います。

私が改宗 したのは,8年 前で,当 時の私は

某大学院修士課程で理系の研究者 を目指 して

勉学 していました。 しか し,不 幸に して途中

で椎間板ヘルニアに冒され,学 究生活を断念

せ ざるを得な くな りました。 といい ますの も,

私 の研究には,重 い実験器具や栽培植物の鉢

の移動が毎 日欠かせなか ったか らです。

当時は就職難の時代 で,退 学 して病気に支

障のな恥就職口を捜すこ ともできず,や むを

得 ず私は,そ れ まで趣味 として書いていた小

説で身を立てよう,と 決心 しました。大学を

休み,ヘ ルニアの苦痛にうめ きなが ら寝床で

原稿を書き,完 成す ると出版社に持 ちこんで

編集部に見て もらう,と いう生活が始ま りま

した。

しか し,書 いて も書いても採用 されず,私

は毎 日必死になって祈 り,神 様の助 けを求め
ロ

ました。 しか し,い っこうに助け らしいもの

は与:えられませんで した。

毎 日の食費 を400円 に切 りつめ,無 駄な買

い物を一切せず,大 学か らもらう奨学金 と,

それまでに貯えた食料で生活 を支 えて,頑 張

り続けました。たとえ神様に見はなされ よう

と,こ れ以外に もう自分の進路が考えられな

か ったか らです。

このす さまじい生活を始めて6カ 月後,初

めて短編小説 を一作,採 用して もらうことが

できました。2万 円の原稿料で した。これで

作家への道が開けた,と 小躍 りして喜んだの

もつかの間,そ れからもやは り,書 いて も書

いて も売れない 日々が続 きました。

第2作 が採用.になったのが更に6カ 月後で,

その原稿料 も2方 円,そ してまた6カ 月,採
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